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西
新
宿
の
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
で
女
性

（
25
）
が
刺
殺
さ
れ
、

51
歳
の
男
が
逮
捕
さ

れ
た
。
現
場

に
な
っ
た
タ

ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
は
西

新
宿
５
丁
目

に
あ
り
、
私

の
自
宅
の
す
ぐ
に
近

く
。
通
り
を
挟
ん
で
歩

い
て
数
分
の
距
離
に
あ

る
。
こ
れ
だ
け
近
く
で

凶
悪
事
件
が
起
き
る

と
、
さ
す
が
に
人
ご
と

と
は
思
え
ず
、
戦
慄
を

覚
え
る
。
ま
ぁ
、
西
新

宿
５
丁
目
は
“
歌
舞
伎

町
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
”
と
呼
ば

れ
、
も
と
も
と

治
安
の
い
い
地

域
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
普

段
は
比
較
的
静
か
で
、

殺
人
事
件
が
絶
え
ず
発

生
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
だ
か
ら
シ
ョ
ッ

ク
も
大
き
い
。　
（
圭
）

同
社
が
考
え
る
今
後

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
。従

来
は
宅
内
（
固
定

地
点
）
で
世
帯
利
用
を
対

象
と
し
た
電
話
サ
ー
ビ
ス

（
０
Ａ
Ｂ
Ｊ
）
の
み
が
保

障
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

技
術
の
進
展
や
利
用
実
態

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
保
障

し
て
い
く
。
さ
ら
に
モ
バ

イ
ル
未
提
供
エ
リ
ア
で
も

居
住
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
保

障
し
て
い
く
」（
同
社
経

営
企
画
部
門
統
括
部
長
の

城
所
征
可
氏
）。

と
く
に
屋
外
の
場
合
、

電
話
ニ
ー
ズ
だ
け
で
な

く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
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そ
れ
以
外
に
も
年
間

３
２
０
億
円
の
赤
字
が
発

生
す
る
。
な
ぜ
な
ら
電
話

の
収
入
は
月
額
１
７
０
０

円
が
基
本
料
金
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
は
、
例
え
ば

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト

の
場
合
、
戸
建
で
月
額

５
４
０
０
円
。
設
備
は
一

緒
な
の
で
、
基
本
的
に
同

じ
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、

収
入
は
数
倍
も
異
な
る
。

１
７
０
０
円
と
い
う
収
入

で
光
回
線
電
話
の
コ
ス
ト

を
カ
バ
ー
す
る
の
は
難
し

い
。し

た
が
っ
て
、
す
べ
て

足
す
と
７
７
０
億
円
の
年

間
赤
字
に
な
る
。

　
　

●
●
●
●

②
の
場
合
は
ど
う
か
。

モ
バ
イ
ル
の
人
口
カ
バ
ー

率
は
99
・
99
％
。
こ
れ

を
新
規
エ
リ
ア
拡
大
で

１
０
０
％
に
す
る
と
、
毎

年
50
億
円
ほ
ど
の
赤
字
が

出
る
。
加
え
て
、
エ
リ
ア

内
で
も
ビ
ル
影
な
ど
で
電

波
が
入
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
、
そ
こ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西

の
光
を
使
っ
て
カ
バ
ー

す
る
。
そ
れ
で
年
間
10
億

円
く
ら
い
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
つ
ま
り
50
億
円
と

10
億
円
を
足
し
て
60
億
円

が
年
間
赤
字
と
し
て
計
上

さ
れ
る
。

を
踏
ま
え
、
０
Ａ
Ｂ
Ｊ
だ

け
で
は
な
く
、
モ
バ
イ
ル

を
軸
に
屋
外
を
含
め
て
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
通
信

を
保
障
す
る
姿
を
、
同
社

は
今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
青
写
真
と
し

て
描
く
。

「
少
な
く
と
も
現
在
モ

バ
イ
ル
が
提
供
し
て
い
る

モ
バ
イ
ル
を
使
っ
た

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が
提
供
す
る

こ
と
で
、
光
未
整
備
の
エ

リ
ア
で
も
電
話
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
と
は
い
え
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
西
が
全
体
的
に
提
供
す

る
と
、
２
６
０
億
円
の
年

間
赤
字
が
発
生
す
る
。
赤

字
幅
は
小
さ
く
な
る
が
、

黒
字
に
は
な
ら
な
い
。

ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電

話
に
は
い
ろ
い
ろ
な
機
能

開
発
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
コ
ス
ト
も
か
さ
む
。

結
果
と
し
て
60
億
円

と
２
６
０
億
円
を
足
し
て

３
２
０
億
円
の
年
間
赤
字

と
い
う
の
が
②
の
ケ
ー
ス

だ
。

　
　

●
●
●
●

③
は
、
モ
バ
イ
ル
の
未

整
備
エ
リ
ア
を
モ
バ
イ
ル

で
カ
バ
ー
せ
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
西
の
光
回
線
で
カ
バ
ー

す
る
。
モ
バ
イ
ル
未
整
備

エ
リ
ア
０
・
01
％
の
う
ち

６
割
は
す
で
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

西
が
光
化
し
て
お
り
、
実

際
は
４
割
の
整
備
で
済

む
。
そ
の
た
め
年
間
20
億

円
の
赤
字
と
比
較
的
軽
微

に
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て

ビ
ル
影
な
ど
の
対
応
で
年

間
10
億
円
の
費
用
が
か
か

る
。
20
億
円
プ
ラ
ス
10
億

円
で
30
億
円
の
年
間
赤
字

シ
ョ
ン
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」を
提
供
す
る
。

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ス
」
は
“
魔
法
の

泉
が
導
く
デ
ィ
ズ
ニ
ー

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
”

を
テ
ー
マ
に
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
映
画
を
題
材
と
し
た

三
つ
の
エ
リ
ア
と
、
一
つ

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ホ
テ
ル
で

構
成
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
新
し
い

施
設
を
導
入
す
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
は
、
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
空
の

旅
」
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
を
提
供
す

②
は
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固

定
電
話
か
光
回
線
電
話
」

お
よ
び
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固

定
方
式
（
ド
コ
モ
の
ｈ
ｏ

ｍ
ｅ
で
ん
わ
な
ど
）」
を

と
も
に
保
障
す
る
場
合

だ
。③

は
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固

定
方
式
か
光
回
線
電
話
」

い
ず
れ
か
を
保
障
す
る
場

合
。④

は
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固

定
方
式
」
を
保
障
す
る
場

合
（
ビ
ル
影
な
ど
の
電
波

不
感
地
域
に
つ
い
て
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
西
が
光
回
線
電
話

を
提
供
す
る
）。

　
　

●
●
●
●

同
社
の
試
算
に
よ
る

と
①
は
７
７
０
億
円
の
赤

字
が
毎
年
計
上
さ
れ
る
。

②
だ
と
３
２
０
億
円
、
③

は
30
億
円
、④
は
60
億
円
。

な
ぜ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が

光
回
線
電
話
を
全
国
提
供

す
る
と
７
７
０
億
円
ま
で

赤
字
が
膨
ら
む
の
か
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
エ
リ
ア
カ
バ
ー
率
は
現

状
99
・
８
％
で
、
未
整
備

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ム
）
は
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー
８
番
目
の
新

テ
ー
マ
ポ
ー
ト
「
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」

に
導
入
す
る
ア
ト
ラ
ク
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と
な
る
。

　
　

●
●
●
●

④
は
モ
バ
イ
ル
未
整

備
エ
リ
ア
を
モ
バ
イ
ル

で
カ
バ
ー
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
年
間
50
億
円
の
赤
字

が
発
生
す
る
。
こ
れ
に
加

え
て
ビ
ル
影
な
ど
の
対

応
で
年
間
10
億
円
の
費
用

が
か
か
る
。
50
億
円
プ
ラ

ス
10
億
円
で
年
間
赤
字
は

60
億
円
と
な
る
。

　
　

●
●
●
●

モ
バ
イ
ル
を
利
用
し

た
場
合
の
電
話
の
品
質

は
、
基
地
局
の
付
近
に
人

が
い
な
け
れ
ば
、
帯
域

を
十
分
使
え
る
の
で
品
質

も
よ
く
な
る
が
、
そ
こ
に

人
が
大
勢
い
れ
ば
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
は
落
ち
る
。
こ
れ

は
モ
バ
イ
ル
の
特
性
上
避

け
ら
れ
な
い
。
一
方
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
で
想
定
さ

れ
る
利
用
は
ウ
ェ
ブ
会
議

や
動
画
視
聴
で
あ
り
、
推

奨
速
度
は
１
メ
ガ
ビ
ッ
ト

／
秒
ほ
ど
だ
。
そ
の
程
度

で
あ
れ
ば
、
モ
バ
イ
ル
で

カ
バ
ー
で
き
る
。

城
所
氏
は
「
光
の
エ
リ

ア
を
１
０
０
％
に
す
る
際

に
、
モ
バ
イ
ル
を
使
う
こ

と
を
当
社
は
提
案
し
て
い

る
が
、
未
整
備
エ
リ
ア
は

基
本
的
に
ル
ー
ラ
ル
エ
リ

ア
な
の
で
、
ス
ル
ー
プ
ッ

ト
は
十
分
確
保
で
き
る
と

エ
リ
ア
が
０
・
２
％
。
こ

の
０
・
２
％
の
エ
リ
ア
は

だ
れ
も
光
を
提
供
し
て
い

な
い
。
こ
れ
を
１
０
０
％

に
し
て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
と
電
話
を
提
供
す
る
と

ど
う
な
る
か
。

ま
ず
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
場
合
、
未
整
備
エ
リ

ア
０
・
２
％
は
新
規
整
備

が
必
要
に
な
り
、
お
お
む

ね
年
間
１
７
０
億
円
の
赤

字
が
生
じ
る
。
ま
た
、
他

事
業
者
の
み
の
提
供
エ
リ

ア
で
赤
字
の
エ
リ
ア
は
、

総
務
省
が
交
付
金
で
赤
字

を
補
填
す
る
が
、
そ
の
金

額
が
年
間
１
５
０
億
円
。

１
７
０
億
円
と
１
５
０
億

円
を
足
し
て
３
２
０
億
円

と
い
う
の
が
ブ
ロ
ー
バ
ン

ド
の
年
間
赤
字
額
に
な

る
。電

話
の
場
合
は
、
新
規

整
備
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

同
様
に
必
要
に
な
る
が
、

他
事
業
者
の
み
の
提
供
エ

リ
ア
で
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が

新
た
に
設
備
を
打
た
な
い

と
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら

電
話
を
あ
ま
ね
く
提
供
す

る
義
務
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
に

か
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
の
た
め
の
設
備
投
資
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
が

必
要
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
年
間
４
５
０
億
円
く
ら

い
の
赤
字
が
発
生
す
る
。

ＮＴＴコム

アトラクションを提供

東京ディズニーシーの新テーマポートに

ＮＴＴが考える今後のユニバーサルサービス（モバイルを軸としたユニバーサルサービスに変更し、

屋内だけでなく屋外でも利用でき、電話に加えメッセージサービスなども利用可能な環境を整える）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
10

日
（
金
）、
前
田
義
晃
副

社
長
（
54
）
が
社
長
に

昇
格
す
る
人
事
を
発
表

し
た
。
井
伊
基
之
社
長

（
65
）
は
相
談
役
に
就
く
。

前
田
新
社
長
は
リ
ク
ル
ー

ト
出
身
。
30
歳
で
ド
コ
モ

に
転
職
し
た
。
ド
コ
モ
に

と
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

の
プ
ロ
パ
ー
社
員
以
外
が

社
長
に
就
く
の
は
初
め
て

の
こ
と
と
な
る
。

ま
た
ド
コ
モ
グ
ル
ー

プ
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ム
）
は
小
島
克
重
常
務

（
58
）
が
社
長
に
昇
格
す

る
人
事
を
発
表
。
丸
岡
亨

社
長
（
66
）
は
相
談
役
に

就
く
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
グ

ル
ー
プ
は
10
日
に
佐
々
木

裕
副
社
長
（
58
）
が
社
長

に
昇
格
す
る
人
事
を
発
表

し
た
。
国
内
事
業
会
社
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
社
長
も
兼

務
す
る
。
本
間
洋
社
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
は
佐
々
木
氏
が
新
社
長
に

（
68
）
は
相
談
役
に
就
く
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
グ

ル
ー
プ
の
海
外
事
業
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
イ
ン
ク
に

つ
い
て
は
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
の
ア
ビ
ジ
ッ
ト
・
ダ

ビ
ー
氏
（
49
）
が
社
長
に

昇
格
す
る
。
同
社
に
と
っ

て
初
の
外
国
人
ト
ッ
プ
と

な
る
。（
詳
細
は
次
号
で
）

正
常
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
せ
ず
に
高
精
度
な
Ａ
Ｉ

モ
デ
ル
を
分
散
し
て
構
築

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
安

全
か
つ
安
定
し
た
学
習
の

実
現
が
で
き
る
。

将
来
的
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
Ｌ
Ｌ
Ｍ
「
ｔ
ｓ
ｕ
ｚ

ｕ
ｍ
ｉ
」
の
学
習
へ
の

適
用
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
推
進
す

る
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ｓ

機
能
と
し
て
実
用
化
す

る
方
針
だ
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ｓ

（Privacy Enhancing 
Technologies

）
と
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
を
保
護
し
た

ま
ま
デ
ー
タ
を
処
理
す
る

技
術
の
総
称
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ｓ
を
発
展
さ
せ
て

蓄
積
・
伝
送
時
の
み
で
な

く
計
算
空
間
も
含
め
た
エ

ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド
で

デ
ー
タ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
を
可
能
と
す
る

研
究
を
進
め
て
い
る
。

新聞購読者向けに無料配信しています。ＩＤ・パスワー
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・紙面ＰＤＦ版を用意
・英語版はオープン（ID・パスワードなしで閲覧可能）

み
て
い
る
。
都
市
部
で
起

き
て
い
る
症
状
と
は
別
の

議
論
に
な
る
と
考
え
て
い

る
」
と
話
す
。

同
社
は
、
今
後
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
②
を
提
案
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
光
サ
ー
ビ

ス
か
、
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
モ
バ
イ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
ほ

う
が
利
用
者
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
と
い
う
の
が
そ
の

理
由
だ
。

④
も
同
じ
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
、
屋
外
を
含
め

て
モ
バ
イ
ル
で
カ
バ
ー
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
屋
内

を
カ
バ
ー
す
る
の
と
同
じ

コ
ス
ト
で
屋
外
も
カ
バ
ー

で
き
る
の
で
、
同
社
が
提

案
し
て
い
る
屋
内
・
屋
外

を
含
め
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
考
え
方

に
合
致
す
る
。

必
要
コ
ス
ト
試
算
の
根
拠
を
説
明

新
た
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て
ＮＴＴ

ド
コ
モ
新
社
長
に
前
田
氏

ラ
イ
ア
ン
ト
に
異
常
や
悪

意
が
あ
る
場
合
に
も
高
精

度
に
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
を
学
習

可
能
な
学
習
手
法
を
開
発

し
た
。
こ
れ
は
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
間
で
統
計
的
な
デ
ー

タ
の
偏
り
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
耐
障
害
性
が
最

も
優
位
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

と
な
る
。

個
人
情
報
な
ど
の
機

微
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
複

数
者
で
学
習
す
る
場
合
、

デ
ー
タ
を
手
元
に
置
い
た

ま
ま
安
全
に
学
習
可
能
な

連
合
学
習
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
異
常
な

動
き
を
す
る
参
加
者
が
い

た
場
合
に
、
連
合
学
習
で

得
ら
れ
る
モ
デ
ル
の
精
度

劣
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
。
今
回
開
発
し
た

技
術
（
モ
メ
ン
タ
ム
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
）
に
よ

り
、
す
べ
て
の
参
加
者
が

小島新社長

ＮＴＴとＮＴＴデータ数理システム

ＡＩモデルを分散構築可能に

異常があっても高精度にAI モデルを学習

る
。
同
社
は

２
０
１
１
年

か
ら
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し

て
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
と
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

に
協
賛
し
て

い
る
。

ピーターパンのネバーランドアドベンチャー

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
数
理
シ
ス
テ
ム

は
、
複
数
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
（
個
人
や
組
織
）
で

デ
ー
タ
を
保
持
し
た
ま
ま

分
散
し
て
学
習
す
る
連
合

学
習
に
お
い
て
一
部
の
ク

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
深
層
学
習

に
お
い
て
過
去
の
学
習
過

程
を
モ
デ
ル
間
で
再
利
用

す
る
新
た
な
仕
組
み
と
し

て
「
学
習
転
移
」
技
術
を

実
現
し
た
。

こ
の
技
術
は
、
ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
パ

ラ
メ
ー
タ
空
間
に
お
け
る

高
い
対
称
性
を
活
用
し
、

過
去
の
学
習
過
程
の
パ
ラ

メ
ー
タ
列
を
適
切
に
変
換

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
モ
デ
ル
の
学
習
結
果
を

低
コ
ス
ト
で
求
め
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
成
Ａ

Ｉ
な
ど
大
規
模
な
基
盤
モ

デ
ル
を
用
途
ご
と
に
追
加

学
習(

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ)

し
て
利
用
す
る
場
合
に
不

可
欠
な
、
基
盤
モ
デ
ル
の

定
期
的
な
更
新
に
伴
う
再

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

大
幅
に
削
減
で
き
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
運
用
容
易
化
や
適

用
領
域
拡
大
、
消
費
電
力

の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
同
社
が

研
究
開
発
を
進
め
る
大
規

模
言
語
モ
デ
ル（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）

「
ｔ
ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
」
を

は
じ
め
と
し
た
多
様
な
基

盤
モ
デ
ル
の
運
用
コ
ス
ト

削
減
・
環
境
負
荷
軽
減
や
、

多
数
の
Ａ
Ｉ
で
議
論
す
る

こ
と
で
多
様
な
解
の
創
出

を
め
ざ
し
た
Ａ
Ｉ
コ
ン
ス

テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
想
具

現
化
な
ど
、
次
世
代
の
Ａ

Ｉ
技
術
開
発
に
つ
な
げ
て

い
く
方
針
だ
。

Ａ
Ｉ
の
運
用
を
容
易
に

学
習
過
程
を
モ
デ
ル
間
で
再
利
用

ＮＴＴ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
４
月
23
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
総

務
省
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、
同
社
が
示

し
た
新
た
な
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
コ
ス

ト
試
算
に
つ
い
て
、
５
月

８
日
（
水
）
に
記
者
説
明

会
を
開
催
し
た
。

ＮＴＴが試算した新たなユニバーサルサービスの必要コスト（電話）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
電
車
を
乗
り
降
り

つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
特
集

　
　
　

 

（
３―

６
面
）

　

（
２
面
）　
　

ス
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

緊
急
通
報
に
つ
い
て
も

例
え
ば
１
１
０
番
通
報

の
８
割
は
モ
バ
イ
ル
発

信
で
あ
り
、
屋
外
か
ら

の
発
信
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
通
信
も

保
障
す
る
仕
組
み
に
変

え
て
い
く
こ
と
を
同
社

は
提
案
し
て
い
る
。

同
社
は
、
電
話
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
四
つ
の

試
算
を
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
①
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
西
が
光
回
線
電
話

を
全
国
提
供
し
た
場

合
、
つ
ま
り
縮
退
し
た

メ
タ
ル
を
す
べ
て
光
で

リ
プ
レ
イ
ス
し
た
場
合

を
意
味
す
る
。

前田新社長

佐々木新社長
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今日も挑み続ける
古河電工グループは、

「メタル」「ポリマー」「フォトニクス」「高周波」の
4 つコア技術力をベースに、絶え間ない技術革新により、
持続可能な世界の実現に貢献し続けることで、
社会課題解決になくてはならない
企業グループとなることを目指しています。
古河電工の挑戦にご期待ください。

情報通信ソリューション、エネルギーインフラ、 
自動車部品・電池、電装エレクトロニクス材料、機能製品

訪
日
外
国
人
の
利
便
性
向
上
を
視
野
に

フ
ォ
ン
で
ス
ム
ー
ズ
に
鉄

道
に
乗
車
で
き
る
よ
う
に

な
る
。 

都
営
浅
草
線
と

相
互
直
通
運
転
を
行
う

京
浜
急
行
電
鉄
と
連
携

し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
タ
ッ
チ
決
済
に
よ
る
事

業
者
間
の
相
互
利
用
を
首

ノ
ー
ト

英
国
が
鉄
道
を
再
国
営
化
？

英
国
で
は
鉄
道
の
再
国
営
化

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
再
国
営

化
に
か
か
る
費
用
が
膨
大
に

な
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
前

向
き
な
議
論
で
は
な
い
よ
う
だ

が
、
労
働
党
を
中
心
に
再
国
営

化
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

英
国
の
鉄
道
は
１
９
９
７
年

に
完
全
民
営
化
さ
れ
、
そ
の
後

は
、
民
間
企
業
な
ら
で
は
の

創
意
工
夫
で
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
利
用
者
数
を
増
や
し
て

い
っ
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
そ
の

流
れ
を
変
え
た
。
利
用
者
の
激

減
に
よ
っ
て
、
仕
組
み
の
維
持

が
困
難
に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
レ

ベ
ル
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

私
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
ロ
ン
ド
ン
で
過
ご
し
た
が
、

電
車
が
予
定
通
り
に
動
か
ず
、

何
度
か
往
生
し
た
。
出
発
が
遅

れ
る
、
到
着
が
遅
れ
る
と
い
う

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
前
触
れ
も

な
く
電
車
そ
の
も
の
が
運
行
し

な
く
な
る
の
だ
。

私
は
ロ
ン
ド
ン
の
知
人
か
ら

「
電
車
は
本
当
に
あ
て
に
な
ら

な
い
か
ら
、
使
う
と
き
は
駅
に

問
い
合
わ
せ
る
な
ど
事
前
に
よ

く
調
べ
て
お
け
」
と
注
意
さ
れ

て
い
た
。

ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
あ
る
ガ
ト

ウ
ィ
ッ
ク
空
港
へ
行
く
用
事
が

あ
っ
た
の
で
、
発
着
駅
の
駅

員
に
電
車
が
動
く
か
ど
う
か
事

前
に
確
認
し
、
動
く
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
安
心
し
て
い
た
の

だ
が
、
実
際
は
い
き
な
り
キ
ャ

ン
セ
ル
と
な
り
、
冷
や
汗
を
か

く
羽
目
に
な
っ
た
。

英
国
の
鉄
道
は
列
車
運
行
に

民
間
企
業
を
多
数
参
入
さ
せ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

構
図
は
非
常
に
複
雑
だ
。一
度
、

タ
ガ
が
外
れ
る
と
、
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
か
ら
抜
け
出
す
の
は
容

易
で
は
な
い
よ
う
だ
。

あ
て
に
な
ら
な
い
電
車
に
対

す
る
利
用
者
の
不
満
は
日
に
日

に
高
ま
り
、
再
国
営
化
の
議
論

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
。

仕
組
み
の
破
綻
し
た
民
間

企
業
が
運
営
す
る
鉄
道
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
は
低
く
て
も

着
実
な
国
営
企
業
が
運
営
す
る

鉄
道
の
ほ
う
が
ま
だ
ま
し
だ
と

国
民
も
思
い
始
め
て
い
る
様
子

で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
の
競
争
に

よ
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い

う
の
が
新
自
由
主
義
の
発
想

だ
。
新
自
由
主
義
の
旗
手
で
あ

る
英
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
鉄
道
再
国
営
化
の
動
き
は
何

を
意
味
す
る
の
か
。（
北
島
圭
）

86

都
営
浅
草
線
で
実
証
実
験

都
圏
で
初
め
て
可
能
に
す

る
。例

え
ば
羽
田
空
港
を
利

用
の
訪
日
外
国
人
が
京
浜

急
行
に
乗
車
し
、
都
営
地

下
鉄
の
駅
で
降
車
す
る
場

合
、
お
手
持
ち
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
自
動
改

札
機
に
タ
ッ
チ
す
る
だ
け

で
乗
降
が
可
能
に
な
る
。

を
購
入
す
る
こ
と
な
く
、

手
持
ち
の
タ
ッ
チ
決
済
対

応
の
カ
ー
ド
や
同
カ
ー
ド

が
設
定
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト

の
立
ち
上
げ
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
、
交
流
の
場
を

ア
ル
ム
ナ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

退
職
人
財
と
の
関
係
を
強
化

東京都ら

設
け
る
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
ア
ル
ム
ナ
イ
と
の

良
好
な
関
係
性
を
維
持
・

強
化
す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
協
業
や
、
即
戦
力
と
し

て
の
再
入
社
な
ど
の
機
会

を
創
出
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。

ど
で
三
井
住
友
カ
ー
ド
が

提
供
す
る
公
共
交
通
機
関

向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ 

ｔ
ｒ
ａ
ｎ

ｓ
ｉ
ｔ
」
を
活
用
し
た

タ
ッ
チ
決
済
対
応
の
カ
ー

ド（
ク
レ
ジ
ッ
ト
、デ
ビ
ッ

ト
、
プ
リ
ペ
イ
ド
）
や
同

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ(

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ

ム)

の
「
０
ｓ
ｅ
ｃ
Ｔ

（
オ
ー
セ
ク
ト
）」
は
、
米

国
の
大
手
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

情
報
誌Cyber Defense 

M
agazine

が
６
日
（
月
）

に
発
表
し
た
「Global 

InfoSec Awards

」

に

お

い

て
「M

arket 
Leader OT Security

」

賞
を
含
む
５
部
門
で
賞
を

受
賞
し
た
。

「
０
ｓ
ｅ
ｃ
Ｔ
」
と
は
、

工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
な
ど

を
支
え
る
制
御
シ
ス
テ
ム

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク

を
可
視
化
・
検
知
す
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ム
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
だ
。

同
社
は
大
企
業
か
ら
中

小
企
業
ま
で
す
べ
て
の
企

業
を
対
象
に
工
場
や
プ
ラ

ン
ト
な
ど
に
使
わ
れ
る
生

産
設
備
な
ど
を
最
適
に
動

か
す
制
御
・
運
用
シ
ス
テ

ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
推
進
し
て
い
る
。
０
ｓ

ｅ
ｃ
Ｔ
は
、
幅
広
い
企
業

に
対
す
る
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を

目
的
と
し
た
、
安
価
で
簡

単
に
導
入
可
能
な
Ｏ
Ｔ―

Ｉ
Ｄ
Ｓ
。

「Global InfoSec 
Awards

」
は
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
に
お
い

て
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

独
自
の
価
値
が
あ
る
と
同

誌
が
評
価
す
る
企
業
を
対

象
と
す
る
賞
で
、
今
年
で

12
回
目
を
迎
え
る
。
同
誌

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
情
報

通
信
分
野
の
専
門
家
が
、

受
賞
企
業
を
決
定
す
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
Ｏ
Ｋ
Ｉ

は
、
日
本
に
お
け
る
官

民
Ｉ
Ｔ
Ｓ
構
想
の
実
現
に

必
要
と
な
る
交
通･

物
流

に
関
す
る
社
会
問
題
の
解

決
を
目
的
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
２
・
０
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク

滞
留
時
間
可
視
化
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
開
始
し
た
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
プ
ロ
ー
ブ

デ
ー
タ
と
は
路
側
に
設
置

さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
に
よ
り

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載
器
を

搭
載
し
た
車
両
の
位
置
や

速
度
な
ど
を
２
０
０
メ
ー

ト
ル
間
隔
で
取
得
し
た
走

行
デ
ー
タ
の
こ
と
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
、
施
設
を
出

入
り
す
る
車
両
に
限
定
し

た
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
特
定

プ
ロ
ー
ブ
情
報
」
を
取
得

で
き
る
事
業
者
と
し
て
、

車
両
運
行
管
理
支
援
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
ｏ
ｃ

ｏ
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
２
・
０
」
を

提
供
す
る
。

ま
た
、
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
と
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ

ス
ク
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
３
社
は

７
月
ま
で
自
動
車
事
故
の

事
故
査
定
業
務
に
お
け
る

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
プ
ロ
ー
ブ

デ
ー
タ
の
活
用
に
向
け
た

能
は
全
国
に
点
在
す
る

営
業
拠
点
や
工
場
な
ど
の

施
設
、
原
料
調
達
先
な

ど
、
い
ち
早
く
現
地
の
状

況
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
い
地

点
を
登
録
で
き
る
。
登
録

し
た
各
拠
点
付
近
に
変
化

が
あ
っ
た
場
合
、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
で
の
通
知
に
加
え

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
機
能

も
備
え
て
い
る
。

Ｄ―

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｏ

連
携
基
盤
連
携
基
盤
の
新

コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
利
用

す
る
自
治
体
や
企
業
は
、

河
川
水
位
情
報
を
利
用
し

て
近
隣
の
河
川
の
氾
濫
危

険
性
を
事
前
に
取
得
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
社

拠
点
所
在
地
の
潜
在
リ
ス

ク
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

で
、
拠
点
の
安
全
対
策
や

避
難
行
動
を
あ
ら
か
じ
め

検
討
で
き
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
、「
Ｄ

―

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｏ 

Ｖ

ｉ
ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
」
の
新
機
能

と
し
て「
拠
点
監
視
機
能
」

「
メ
ー
ル
通
知
機
能
」「
背

景
地
図
に
グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ 

」
を
追
加
し
た
。

ま
た
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
Ｄ―

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ

ｏ
連
携
基
盤
」
の
新
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、「
河
川

水
位
情
報
」（
一
般
財
団

法
人
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー

提
供
）、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」（
国
土
交
通
省
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
提
供
）
を
追
加
し
た
。

Ｄ―

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ

ｏ 

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
の
新

機
能
で
あ
る
拠
点
監
視
機

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
Ａ
Ｎ
Ａ
、
成
田
国
際
空
港
（
Ｎ

Ａ
Ａ
）、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
顔
認
証
技
術
を
活
用
し
た

搭
乗
手
続
き
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」

に
つ
い
て
空
港
内
の
端
末
で
し
か
で
き
な
い
個

人
情
報
登
録
を
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と

と
も
に
利
用
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ど
こ
で
も

実
施
で
き
る
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の
実
証
実
験
を

成
田
空
港
で
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
空
港
内

で
の
利
用
率
向
上
に
寄
与
し
、
手
続
き
時
間
を

大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

日
本
情
報
通
信
（
Ｎ
Ｉ

+

Ｃ
）
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
ク

ノ
ク
ロ
ス
と
の
間
で
特
権

Ｉ
Ｄ
管
理
ツ
ー
ル
「
ｉ
Ｄ

ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

販
売
代
理
店
契
約
を
締
結

し
、
販
売
を
開
始
し
た
。

ｉ
Ｄ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
ク
ノ
ク

ロ
ス
が
独
自
開
発
し
た
特

東北電力

ト
ラ
ッ
ク
滞
留
時
間
可
視
化
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を
活
用

防
災
情
報
収
集
を
高
度
化

「
拠
点
監
視
機
能
」な
ど
を
新
機
能
を
追
加
ＮＴＴデータ

ＪＡＬやＡＮＡら実証実験

顔認証技術を活用した
搭乗手続きを利用者ス
マートフォンで可能に

権
Ｉ
Ｄ
管
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
、
10
年
連
続
国

内
販
売
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

キ
ー
プ
し
て
い
る
。
こ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
特
権

Ｉ
Ｄ
を
安
全
に
管
理
す
る

と
と
も
に
特
権
Ｉ
Ｄ
の
運

用
に
か
か
る
手
間
を
大
幅

に
削
減
し
、
リ
ス
ク
を
明

確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
企
業
の
情

報
漏
え
い
対
策
や
法
令
遵

守
を
支
援
す
る
も
の
だ
。

シ
ス
テ
ム
へ
の
強
い
権

限
を
付
与
さ
れ
た
ア
カ
ウ

ン
ト
（
特
権
Ｉ
Ｄ
）
の
管

理
は
複
雑
化
し
て
お
り
、

不
正
に
限
ら
ず
人
的
ミ
ス

か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
特
権
Ｉ
Ｄ
と
そ
の
利

用
者
の
適
切
な
管
理
は
企

業
が
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
交
通
局
と
三
井

住
友
カ
ー
ド
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、

ビ
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
、
オ
ム
ロ
ン 

ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、
日
本
信
号
、
Ｑ

Ｕ
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
７
者
は

年
内
に
、
都
営
浅
草
線
な

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ス
マ
イ
ル
エ
ナ

ジ
ー
は
太
陽
光
発
電
設
備

に
お
け
る
遠
隔
監
視
設
備

「
エ
コ
め
が
ね
」
か
ら
新

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
、

安
川
電
機
製
三
相
９
・
９

ｋ
Ｗ
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
に
対
応
し
、
出

力
制
御
機
能
を
実
装
し
た

「
全
量
モ
バ
イ
ル
パ
ッ
ク

エコめがねを安川電機
製三相パワコンに対応

実
証
実
験
を
実
施
す
る
。

来
年
３
月
ま
で
に
、
自

動
車
事
故
の
当
事
者
の
記

憶
に
頼
ら
な
い
過
失
割
合

の
算
定
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
。

日本情報通信

複雑化するアカウント管理に対応

ＮＴＴテクノクロスの特権ＩＤ管理ツールを販売

Ｙ
Ｋ
」
を
５
月
に
リ
リ
ー

ス
す
る
。

安
川
電
機
製
三
相
の
パ

ワ
コ
ン
と
セ
ッ
ト
で
導
入

す
る
こ
と
で
、
出
力
制
御

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
可
能

に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化

し
な
い
場
合
、
朝―

夕
方

ま
で
出
力
制
御
し
た
と
み

な
し
て
精
算
さ
れ
る
の
に

自動車事故の事故査定業務におけるETC2.0プ
ローブデータの活用に向けた実証実験

成田空港における実証実験の様子

比
べ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
と
必
要
時
間
帯
の
み

制
御
し
た
と
み
な
し
て
精

算
さ
れ
出
力
制
御
に
よ
る

売
電
ロ
ス
を
最
小
に
で
き

る
。
契
約
期
間
を
8―

12

年
の
５
パ
タ
ー
ン
か
ら
選

択
で
き
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
満
了
ま

で
の
期
間
に
合
わ
せ
て
利

用
で
き
る
。

東
北
電
力
と
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
両
社

を
退
職
し
た
人
財
（
ア
ル

ム
ナ
イ
）
と
の
関
係
性
の

維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、

ハ
ッ
カ
ズ
ー
ク
が
提
供
す

る
ア
ル
ム
ナ
イ
専
門
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
、
ア
ル

ム
ナ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
。 

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
登
録
者
に
対
し
定
期

的
に
当
社
の
ニ
ュ
ー
ス
や

キ
ャ
リ
ア
採
用
情
報
を
発

れ
る
災
害
時
に
、
行
政
や

企
業
の
効
率
的
な
防
災
情

報
収
集
を
実
現
し
、
先

信
す
る
ほ
か
、
ア
ル
ム
ナ

イ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ＮＴＴスマイルエナジー

マ
向
け
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、ｅ
コ
マ
ー
ス
、小
売
業
）、

製
造
業
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら

の
業
務
を
委
託
す
る
物
流
会

社
に
お
い
て
市
場
の
不
確
実

性
に
強
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
実
現
す
る
。

通
常
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
い
て
は
四
半
期
や
年
単

位
で
の
戦
略
的
な
意
思
決
定

を
行
う
際
、「
ラ
フ
・
カ
ッ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
大
ま
か
な
生

産
計
画
を
立
案
す
る
が
、
同

社
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機

能
を
用
い
る
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ナ
リ
オ
を
短
期

間
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
。過

去
の
需
要
実
績
を
も
と

に
し
た
確
率
分
布
を
変
動
需

要
の
動
的
な
変
数
と
し
て
用

い
た
り
、
輸
送
時
間
に
影
響

を
与
え
る
要
素
や
変
動
す
る

各
拠
点
の
作
業
時
間
な
ど
を

動
的
変
数
と
し
て
定
義
す
る

な
ど
、
よ
り
現
実
に
近
い
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
再
現
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｄ
ａ
ｔ
ｕ
ｍ
ｉ
ｘ
（
東
京
都

豊
島
区
、鈴
木
智
之
社
長
）
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
課
題
に
対

応
す
る「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
最
適
化
」
を
販

売
す
る
。

こ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
変
動

す
る
市
場
要
求
や
予
期
せ
ぬ
リ

ス
ク
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
有
し

て
お
り
一
般
消
費
財
（
例
、
飲

料
、
食
品
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）

や
Ｂ
２
Ｃ
（
例
、
コ
ン
シ
ュ
ー

米
雑
誌
の
ア
ワ
ー
ド
で
５
部
門
で
受
賞

Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
評
価
さ
れ

ＮＴＴコム

日
本
テ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク

（
Ｎ
Ｔ
Ｉ
）
が
提
供
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
管

理
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

「
ア
ル
検
く
ん
」
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提
供
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
「
ｅ

ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
（
エ
ル
ガ

ナ
）」
と
の
連
携
機
能
を

開
始
し
た
。「
ア
ル
検
く

ん
」
は
運
転
前
後
の
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
点
呼

に
お
け
る
記
録
簿
作
成
作

業
を
効
率
的
に
行
う
た
め

の
白
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
向

け
支
援
サ
ー
ビ
ス
。
今
回

の
連
携
で
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
状
況
や

酒
気
帯
び
を
検
知
し
た
結

果
を
ｅ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
の

チ
ャ
ッ
ト
に
通
知
す
る
。

画面イメージ

回
り
し
た
災
害
対
応
の
検

討
・
判
断
を
支
援
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。

Ｄ―

Ｒ
ｅ

ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｏ 

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｅ

ｒ
は
「
Ｄ―

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ

ｉ
ｏ
連
携
基

盤
」
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
個

別
シ
ス
テ
ム

対
応
や
煩
雑

な
申
し
込
み

な
し
で
利
用

で
き
る
ウ
ェ

ブ
ビ
ュ
ー

ワ
。Ｄ―

Ｒ
ｅ

ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｏ

連
携
基
盤

は
、
迅
速
で

的
確
な
対
応

が
必
要
と
さ

Ｄ―

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｏ 

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｅ

ｒ
の
画
面
イ
メ
ー
ジ

ＳＯＭＰＯとＯＫＩ

Ｄａｔｕｍｉｘ

サプライチェーン・
ネットワークを最適化

特
権
Ｉ
Ｄ
・
特
権
ユ
ー
ザ
・

権
限
を
見
え
る
化

カ
ー
ド
が
設

定
さ
れ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
る
乗

車
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
実

証
実
験
を
開

始
す
る
。

ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や

デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
な

ど
の
タ
ッ
チ

決
済
の
利
用

に
よ
り
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
へ
の

チ
ャ
ー
ジ

や
、
き
っ
ぷ

Ｎ
Ｔ
Ｉ

ア
ル
検
く
ん
と
ｅ
ｌ

ｇ
ａ
ｎ
ａ
を
連
携



（３） （月曜日）年2024 （令和 6 年)5月13日 3584第 号（第 3 種郵便物認可)

通信電線線材協会
会長

伊藤  雅彦 氏

一般社団法人 

情報通信エンジニアリング協会 

会長

舩橋  哲也 氏

つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
特
集

今年のテーマは「新たな価値創造へ 持続可能

な社会を支えるアクセスネットワークへの挑戦」

ＮＴＴアクセスサービスシステム研究所
所　長

海老根  崇 氏

共
催
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
、
海
老
根

崇
所
長
）
は
５
月
16
日
（
木
）
と
17
日
（
金
）
の
２
日
間
、「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
４
」
を
開
催
す
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
新
た
な
価
値
創
造
へ 

持
続
可
能
な

社
会
を
支
え
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
挑
戦
」。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
注

力
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
構
想
か
ら
実
現
に
向
け
て
、
ア
ク
セ
ス
分
野
の
多
岐
に
わ
た
る

最
新
の
研
究
開
発
成
果
を
紹
介
す
る
。

来
た
る
５
月
16
、
17
日

の
２
日
間
、
多
数
の
皆
様

方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の

も
と
「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
４
」
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
新

た
な
価
値
創
造
へ 

持
続

可
能
な
社
会
を
支
え
る
ア

ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
挑
戦
」
と
し
て
開
催
い

た
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
３
月
に

は
Ａ
Ｐ
Ｎ 

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

１
・
０
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
は
新
中
期
経
営
戦

略
で
示
し
た
通
り
新
た
な

価
値
創
造
と
地
球
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
に

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
研
究
開
発
に

挑
戦
し
続
け
、
実
用
化
に

向
け
た
加
速
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
「
構
想
か

ら
実
現
へ
」
を
よ
り
一
層

来
場
者
様
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ア
ク
セ
ス

分
野
の
多
岐
に
渡
る
最
新

の
研
究
開
発
成
果
を
お
見

せ
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
今
回
も
共
催
団
体

な
ら
び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
各
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所

の
三
位
一
体
に
よ
る
技
術

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

予
定
し
て
お
り
、
ご
参
加

の
皆
様
に
と
っ
て
価
値
あ

る
場
と
な
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

内
容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し

ま
す
。
初
日
午
前
10
時
20

分
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
常
務
執
行

役
員
の
大
西
に
よ
る
『
人

と
地
球
に
や
さ
し
い
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
実
現
す
る

〝
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｅ
ｌ

ｌ―

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
〞』
と

題
し
た
基
調
講
演
１
、
続

い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
星

野
副
社
長
に
よ
る
『「
こ

れ
か
ら
の
つ
な
ぐ
」
を
創

る
』
と
題
し
た
基
調
講
演

２
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
筑
波
研
究
開
発
セ
ン

タ
Ｅ―

３
会
場
で
は
初
日

午
後
２
時
よ
り
技
術
交
流

サ
ロ
ン
１
と
し
て
『
ア
ク

セ
ス
分
野
に
お
け
る
生
成

Ａ
Ｉ
活
用
の
取
り
組
み
』

の
テ
ー
マ
で
、共
催
団
体
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
三
位
一

体
の
取
り
組
み
と
し
て
各

社
の
事
例
を
紹
介
し
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。 

ま
た
同
会
場
に
お
い
て

午
後
３
時
30
分
よ
り
、
当

研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
『
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
時
代
の
ア
ク
セ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す

る
研
究
開
発
の
取
り
組

み
』
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
１
の
講
演
を
行

い
ま
す
。 

二
日
目
午
前 

10
時
30 

分
よ
り
筑
波
研
究
開
発

セ
ン
タ
Ｅ―

３
会
場
に

お
い
て
当
研
究
所
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
よ

る
『
豊
か
な
社
会
生
活
の

実
現
を
支
え
る
ワ
イ
ヤ
レ

ス
技
術
』
と
題
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
２
、
11
時
10

分
か
ら
は
当
研
究
所
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

よ
る
『
次
世
代
光
フ
ァ
イ

バ
設
備
技
術
の
研
究
開
発

の
取
り
組
み
』
と
題
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３
、
13

時
00
分
か
ら
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア

ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
の
小
松

部
長
に
よ
る
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア

ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

挑
戦
』
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
４
の
講
演
を
行

い
ま
す
。
ま
た
同
会
場
に

お
い
て
午
後
２
時
よ
り
技

術
交
流
サ
ロ
ン
２
と
し
て

『
持
続
可
能
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
へ
の
挑
戦
』
の
テ
ー

マ
で
、
初
日
に
引
き
続
き

各
社
の
事
例
を
紹
介
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。 

な
お
基
調
講
演
、
技
術

交
流
サ
ロ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
を
行
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
示
で
は
初
日

午
前
10
時
よ
り
二
日
目
午

後
３
時
30
分
ま
で
、
筑
波

研
究
開
発
セ
ン
タ
に
お
い

て
「
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
・
多
様
化
を
支
え
る
技

術
」、「
運
用
を
抜
本
的
に

ス
マ
ー
ト
化
す
る
技
術
」、

「
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開

拓
す
る
技
術
」に
つ
い
て
、

テ
ー
マ
名
に
沿
っ
た
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
研
究
開
発

成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・

多
様
化
を
支
え
る
技
術
】

（
Ｒ―

１
会
場
） 

 

こ
こ
で
は
、
高
速
大

容
量
化
・
低
遅
延
化
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大
を
実
現

す
る
技
術
、
お
よ
び
ユ
ー

ザ
や
サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
に

合
わ
せ
る
・
多
様
な
デ
バ

イ
ス
を
収
容
す
る
技
術
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

主
な
展
示
項
目
と
し
て

は
、 

―

「
海
も
陸
も
、
多
く

の
光
を
、エ
コ
に
お
届
け
」 

超
大
容
量
伝
送
を
実
現

す
る
マ
ル
チ
コ
ア
光
フ
ァ

イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
技
術―

「
切
ら
ず
に
、
光
を
分
岐

し
ま
す
」

光
フ
ァ
イ
バ
を
切
ら
な

い
光
分
岐
技
術 

―

「
道
が
つ
づ
け
ば
、

光
も
つ
づ
く
よ
、
ど
こ
ま

で
も
」  

電
柱
や
管
路
に
依
存
し

な
い
簡
易
布
設
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
技
術―

「
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
の
仮
想
化
で 

工
場
の
自
動
化
を
促
進
」 

産
業
用
Ｎ
Ｗ
機
能
の
ソ

フ
ト
化
技
術 

―

「
ズ
レ
の
な
い
リ

モ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
、
で
き

ま
す
」 

超
低
遅
延
の
映
像
分
割

表
示
処
理
技
術 

―

「
陸
・
海
・
空
・
宇

宙
の
全
て
が
通
信
圏
内
」 

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ

レ
ッ
ジ
拡
張
を
実
現
す
る

衛
星
通
信
技
術

―

「
干
渉
を
回
避
し
て

多
ユ
ー
ザ
が 

１
０
０
Ｇ

ｂ
ｐ
ｓ
を
実
現
」 

高
周
波
数
帯
分
散
ア
ン

テ
ナ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

干
渉
低
減
技
術 

―

「
雑
音
の
加
算
を
防

ぎ
多
く
の
張
出
局
と
繋
ぎ

ま
す
」 

ア
ナ
ロ
グ
Ｒ
ｏ
Ｆ
を
用

い
た
上
り
通
信
の
信
号
品

質
向
上
技
術

―

「
多
彩
な
フ
ィ
ー
ル

ド
で
活
躍
す
る
無
線
の
実

現
」 マ

ル
チ
無
線
プ
ロ
ア
ク

テ
ィ
ブ
制
御
技
術 

Ｃ
ｒ

ａ
ｄ
ｉ
ｏ

―
 

「
無
線
×
光
の
連

携
で
工
場
の
Ｄ
Ｘ
推
進
」 

〝
つ
な
が
り
続
け
る 

Ｎ

Ｗ
〞
を
実
現
す
る
Ｃ
ｒ
ａ

ｄ
ｉ
ｏ
Ｒ
×
低
遅
延
Ｆ
Ｄ

Ｎ
技
術 

【
運
用
を
抜
本
的
に
ス

マ
ー
ト
化
す
る
技
術
】（
Ｒ

―

1
、
Ｒ―

３
会
場
） 

こ
こ
で
は
、
設
備
や
運

用
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

作
業
自
動
化
に
よ
っ
て
究

極
な
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
ス
マ
ー
ト

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 主

な
展
示
項
目
と
し
て

は
、 

―

「
到
来
、
光
の
オ
ン

サ
イ
ト
業
務
の
リ
モ
ー
ト

化
」 無

派
遣
で
心
線
切
替
可

能
な
遠
隔
光
路
切
替
ノ
ー

ド ―

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

統
一
管
理
と
自
律
分
析
で

故
障
対
応
を
迅
速
化
」 

大
規
模
故
障
時
の
故
障

個
所
推
定
・
影
響
把
握
技

術
（
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
／
Ｎ
Ｏ

Ｉ
Ｍ
） 

―

「
あ
な
た
好
み
の

サ
ー
ビ
ス
を
瞬
時
に
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
」 

ユ
ー
ザ
要
望
を
か
な
え

る
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提

供
す
る
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
抽

出
技
術 

―

「
内
部
の
劣
化
を
解

き
明
か
す
画
像
認
識
の

力
」 画

像
認
識
を
用
い
た
イ

ン
フ
ラ
設
備
の
点
検
技
術 

―

「
掘
ら
ず
に
分
か
る

埋
設
位
置 

管
路
形
状
を

３
Ｄ
モ
デ
ル
化
」 

埋
設
管
路
の
高
精
度
位

置
計
測
技
術 

【
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を

開
拓
す
る
技
術
】（
Ｒ―

１
会
場
） 

 

こ
こ
で
は
、
運
用
ノ

ウ
ハ
ウ
、
通
信
設
備
、
通

信
技
術
の
各
ア
セ
ッ
ト
を

活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
領
域
開
拓
に
向
け
た
技

術
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。 主

な
展
示
項
目
と
し
て

は
、 

―

「「
ま
さ
か
」
を
な

く
す 

イ
ン
フ
ラ
被
災
リ

ス
ク
可
視
化
」 

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
被
災

予
測
技
術 

―

「
通
信
イ
ン
フ
ラ
設

備
に
お
け
る
設
備
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
」 

通
信
設
備
を
く
ま
な
く

活
用 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

設
備
活
用
術 

―

「
端
末
操
作
ロ
グ
に

基
づ
き
他
組
織
の
優
良
施

策
を
展
開
し
や
す
く
し
ま

す
」 Ｄ

Ｘ
に
お
け
る
人
の
判

断
や
気
づ
き
を
支
援
す
る

「
業
務
デ
ザ
イ
ン
技
術
」

―

「
Ｎ
Ｗ
×
セ
ン
シ
ン
グ

で
地
域
課
題
解
決
」 

光
フ
ァ
イ
バ
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
豪
雪
地
域
の

除
雪
判
断
支
援
）

―

「
風
車
の
無
停
止
点

検
で
発
電
量
ア
ッ
プ
」 

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

微
弱
無
線
送
受
信
技
術 

【
モ
デ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
】 

 

Ｒ―

４
会
場
で
は
、

ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
の
全
体
像
を
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ビ
ル
内
か
ら
お
客
様
宅

ま
で
の
実
設
備
を
用
い
た

モ
デ
ル
で
わ
か
り
や
す
く

ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
別

会
場
（
Ｒ―

３
会
場
）
に

お
い
て
「
通
信
基
盤
設
備

実
物
大
モ
デ
ル
展
示
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

【
展
示
レ
コ
メ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
】 

出
展
社
と
来
場
者
様
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
性
化
す
る
た
め
、
来
場

者
の
興
味
に
合
わ
せ
た
展

示
を
会
場
マ
ッ
プ
に
表
示

し
、
お
す
す
め
展
示
を
レ

コ
メ
ン
ド
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
Ｒ―

２
、
Ｒ―

３

会
場
に
設
置
し
た
端
末
を

利
用
し
て
ご
自
身
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
お
す

す
め
展
示
を
閲
覧
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
来
場
者

様
の
関
心
に
合
っ
た
展
示

を
見
つ
け
や
す
く
な
り
、

出
展
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
場
を
ご
提
供
し

ま
す
。 

な
お
、
共
催
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
く
情
報
通
信

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会

様
か
ら
は
、
品
質
の
向
上

や
効
率
化
お
よ
び
大
規
模

災
害
時
の
迅
速
な
設
備
復

旧
、
安
心
・
安
全
・
信
頼

さ
れ
る
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。通

信
電
線
線
材
協
会
様

か
ら
は
、「
現
場
業
務
に

直
結
す
る
も
の
」か
ら「
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
に
関
連
す
る
最
新

製
品
」
ま
で
多
く
の
展
示

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
国
通
信
用
機
器
材
工

業
協
同
組
合
様
か
ら
は
、

施
工
性
の
向
上
や
安
全
に

関
す
る
取
り
組
み
、
車
載

品
の
管
理
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
各
社
か
ら
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
へ
の
挑
戦
を
通

じ
て
世
界
中
の
す
べ
て
の

人
々
の
生
活
を
豊
か
に

す
る 

「
ス
マ
ー
ト
な
社

会
＝
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｗ
ｏ

ｒ
ｌ
ｄ
」
実
現
へ
向
け
た

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 ま

た
、
展
示
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
Ｒ―

３
会
場
、

Ｅ―

１
、２
、３
、４
会
場

に
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
方
々
を
含

め
皆
さ
ま
方
が
種
々
の
課

題
や
解
決
策
を
共
有
で
き

る
場
を
ご
提
供
し
ま
す
。 

つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
４
へ
の
参
加
に

つ
き
ま
し
て
は
事
前
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
つ

く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
式

Ｈ

Ｐ
「https://www.

tsukuba-forum
.jp/

」

に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
今
年
も
開
催
に
あ

た
り
ま
し
て
共
催
と
し
て

ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま

す
、
一
般
社
団
法
人
情
報

通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

協
会
様
、
通
信
電
線
線
材

協
会
様
、
全
国
通
信
用
機

器
材
工
業
協
同
組
合
様
、

な
ら
び
に
出
展
企
業
の
皆

様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
多

大
な
る
ご
協
力
に
対
し
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
４
の
開
催
に
あ
た

り
、
共
催
団
体
と
し
て
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た

近
年
の
重
要
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
社
会
の

あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
社

会
の
情
報
化
が
ま
す
ま
す

加
速
し
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

技
術
が
生
活
シ
ー
ン
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と

で
、私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

さ
ら
に
大
き
く
変
わ
る
と

と
も
に
価
値
観
の
多
様

化
も
ま
す
ま
す
加
速
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
様
が
推
進
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
構
想
に
基
づ
い
て
開
発

さ
れ
た
、
オ
ー
ル
フ
ォ
ト

ニ
ク
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
の
商
用
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
『
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ｉ
Ｏ

Ｗ
Ｎ
１
・
０
』
が
昨
年
提

供
開
始
さ
れ
、こ
の
高
速
・

大
容
量
、
低
遅
延
・
ゆ
ら

ぎ
ゼ
ロ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
お
客
さ
ま
と
と
も
に

新
た
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を

創
出
し
、
さ
ら
な
る
価
値

の
創
造
が
図
ら
れ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
務
省
は
、
２
０
２
４

年
度
の
重
点
施
策
を
、「
活

力
あ
る
多
様
な
地
域
社
会

を
実
現
し
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
く
に
づ
く
り
」
と

し
て
お
り
、
日
本
を
取
り

巻
く
環
境
変
化
や
構
造
的

課
題
に
対
応
し
、
デ
ジ
タ

ル
変
革
や
グ
リ
ー
ン
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推

し
進
め
、
安
全
・
安
心
な

く
ら
し
の
実
現
や
、
地
方

行
財
政
基
盤
を
は
じ
め
と

す
る
持
続
可
能
な
社
会
基

盤
の
確
保
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

当
協
会
な
ら
び
に
会
員

各
社
は
、
情
報
通
信
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
プ
ロ
集

団
と
し
て
、
施
工
の
安
全

確
保
を
基
本
と
し
て
、
品

質
向
上
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
力
の
強
化
、
複
合
ス

キ
ル
者
に
よ
る
設
備
構
築

保
守
の
実
現
、
そ
し
て
、

さ
ら
な
る
人
材
の
育
成
に

よ
り
、
設
備
施
工
の
高
度

化
・
効
率
化
を
推
進
し
、

光
化
・
５
Ｇ
・
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
な
ど
の
情
報
通
信
基

盤
の
構
築
・
整
備
等
に
貢

献
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

多
様
化
す
る
市
場
に
対
応

し
て
、
新
た
な
価
値
創
出

に
つ
な
が
る
技
術
の
習
得

を
行
い
、
事
業
領
域
の
拡

大
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

様
や
お
客
様
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
信
頼
さ
れ
続

春
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
開
催
に
際
し
、
主
催
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ

ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
共
催
団
体
と
し
て

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
ず
始
め
に
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

か
ら
見
舞
い
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
そ
の
復
旧

に
現
在
ま
で
あ
た
ら
れ
て

い
る
皆
様
に
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
以
降
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
国
内
活
動
は
そ
の

勢
い
を
取
り
戻
し
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
は
コ
ロ
ナ
前
の

水
準
を
超
え
、
日
経
平
均

株
価
も
急
上
昇
し
て
い
ま

す
。
ま
た
情
報
通
信
の
分

野
で
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
始
め
と
す
る
「
生
成
Ａ

に
据
え
ら
れ
ま
し
た
。
一

方
で
、「
２
０
２
４
年
問

題
」
が
現
実
と
な
り
、
こ

れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課

題
解
決
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
Ｎ
Ｔ
Ｔ

は
「
新
た
な
価
値
の
創
造

と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
社
会
を
支
え
る
」
と

し
て
、
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
や
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
に
よ
る
新
た

な
価
値
創
造
や
循
環
型
社

会
の
実
現
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
ら

れ
、中
で
も
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」

×「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
版
Ｌ
Ｌ
Ｍ（
ｔ

ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
）」
の
展

開
に
力
を
注
が
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
２
３
６
０
万
回

線
を
超
え
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

当
協
会
の
会
員
各
社
が
、

通
信
設
備
施
工
の
効
率

化
・
迅
速
化
、
安
全
・
品

質
の
向
上
を
目
的
に
、
現

場
で
の
創
意
と
工
夫
を
加

え
て
改
善
・
改
良
に
取
り

組
ん
だ
最
新
の
ツ
ー
ル
及

び
シ
ス
テ
ム
を
出
展
し
て

お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
安
全
な
高

所
点
検
作
業
や
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
異
常
を
検
知
す
る

ツ
ー
ル
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ク
ラ

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の「
構
想
か
ら
実
現
へ
」

ウ
ド
を
用
い
た
施
工
の
Ｄ

Ｘ
化
な
ど
の
展
示
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
高

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
参
加
い

た
だ
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
と
関
連
団
体
の
皆
様
、

の
光
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

も
〝
フ
レ
ッ
ツ
光
ク
ロ
ス

の
展
開
〞〝
施
設
内
や
ユ
ー

ザ
宅
内
の
光
開
拓
〞
な
ど

を
通
じ
た
基
盤
の
強
化
、

さ
ら
に
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
話
題
と
な
っ
た

〝
セ
ン
シ
ン
グ
へ
の
応
用
〞

の
本
格
展
開
に
も
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
通
信
電
線
線
材

協
会
は
設
立
以
来
54
年
の

間
、
皆
様
の
厚
い
ご
支
援

と
ご
指
導
に
よ
り
情
報
通

信
の
発
展
に
寄
与
す
る
べ

く
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
及
び

関
連
の
所
内
外
設
備
全
般

に
関
わ
る
技
術
、
製
品
に

つ
い
て
の
改
良
・
改
善
、

新
技
術
開
発
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
つ

く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
協

会
会
員
の
研
究
開
発
成
果

の
ご
披
露
と
と
も
に
ユ
ー

ザ
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
・
通
建
会
社
な
ど
の
皆

様
の
ご
意
見
を
直
接
に
伺

う
貴
重
な
機
会
と
し
て
、

第
一
回
の
１
９
９
０
年
か

ら
参
加
し
、
微
力
な
が
ら

そ
の
発
展
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
し
た
。

『
新
た
な
価
値
創
造
へ

　

持
続
可
能
な
社
会
を
支

え
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
挑
戦
』
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
構

想
か
ら
実
現
の
フ
ェ
ー
ズ

に
移
っ
た
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
そ

れ
が
生
み
出
す
新
た
な
価

値
、
足
許
の
設
備
に
対
す

る
供
給
維
持
・
改
善
、
さ

ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ

ｅ
３
で
の
２
０
４
０
年

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
取
り
組
み

に
も
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
、
会
員
の
持
て
る

経
験
・
技
術
を
結
集
し
、

多
様
な
現
場
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
安
全
・
効
率
的
な
保

守
・
施
工
・
運
用
を
支
え
、

さ
ら
に
環
境
に
も
配
意
し

た
製
品
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を

展
示
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

●
最
先
端
の
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
類
（
最
新
の

地
下
・
架
空
・
中
継
ケ
ー

ブ
ル
、
12
Ｍ
Ｐ
Ｏ
コ
ネ
ク

タ
付
き
、
Ｄ
Ｃ
向
け
超
多

心
、光
・
メ
タ
ル
複
合
、光
・

電
力
複
合
、
災
害
対
策
用

ス
テ
ン
レ
ス
管
入
り
光

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
）と
小
型
・

軽
量
か
つ
高
速
接
続
・
高

耐
環
境
性
を
有
す
る
最
新

の
光
フ
ァ
イ
バ
小
型
多
心

融
着
接
続
器
、
現
場
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
ケ
ー
ブ
ル
類

（
メ
タ
ル
通
信
ケ
ー
ブ
ル
、

キ
ャ
リ
ア
5
Ｇ
用
漏
洩
同

軸
ケ
ー
ブ
ル
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
６

Ａ
ケ
ー
ブ
ル
、
消
防
用
耐

熱
及
び
高
難
燃
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
）、
メ
タ
ル
／
光
線

路
保
守
ツ
ー
ル（
Ｏ
Ｔ
Ｍ
、

光
線
路
監
視
シ
ス
テ
ム
）。

●
作
業
性
や
廃
棄
物
削

減
に
も
配
意
し
た
光
配
線

関
連
物
品
（
構
内
用
ス
プ

リ
ッ
タ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
、

光
ク
ロ
ー
ジ
ャ
、
通
信
機

器
用
収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
揺
動

機
能
搭
載
19
イ
ン
チ
ラ
ッ

ク
用
パ
ネ
ル
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

用
配
線
部
品
／
Ｄ
Ｃ
向
け

配
線
部
品
、
ク
ロ
ー
ジ
ャ

載
せ
替
え
キ
ッ
ト
、
外
被

把
持
型
波
長
選
択
タ
ー
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
光
フ
ァ
イ

バ
カ
ッ
タ
ー
、
常
温
収
縮

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
）、
架
空

ケ
ー
ブ
ル
関
連
物
品
（
粉

体
塗
装
金
物
、
ス
パ
イ
ラ

ル
ハ
ン
ガ
ー
、
鳥
害
対
策

製
品
な
ど
）、
線
路
工
事

用
工
具
・
安
全
対
策
工
具

（
車
両
追
突
対
策
製
品
、

墜
落
制
止
用
器
具
、
熱
中

症
対
策
商
品
、
フ
ル
ハ
ー

ネ
ス
関
連
物
品
な
ど
）。

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｍ
Ｈ

／
地
下
設
備
用
製
品
・
工

法
（
ス
ト
ッ
パ
ー
、
Ｍ

Ｈ
作
業
サ
ポ
ー
ト
ア
ー

ム
、
地
中
化
切
替
用
Ｂ
Ｏ

Ｘ
な
ど
）、
複
合
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柱
／
新
型
継
柱
と

関
連
各
種
工
具
お
よ
び
コ

ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
関
す
る

デ
モ
、
安
全
作
業
環
境

の
実
現
に
加
え
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
見
据
え

た
高
所
作
業
車
と
そ
の
試

乗
体
験
な
ど
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に

「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

な
ら
で
は
の〝
見
て
・
触
っ

て
、
体
験
し
な
が
ら
〝
ご

理
解
頂
け
る
よ
う
工
夫
を

凝
ら
し
た
展
示
を
会
員
27

社
が
、
屋
内
の
Ｅ―

３
会

場
、
屋
外
の
Ｅ―

２
、
Ｅ

―

４
会
場
で
行
い
ま
す
。

今
回
も
皆
様
か
ら
の
ご
要

望
・
ご
提
案
を
直
に
受
け
、

ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
、
技

術
・
製
品
の
開
発
・
改
良
・

改
善
に
反
映
さ
せ
て
行
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
両
日
に
は

各
団
体
の
展
示
の
ほ
か
、

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

常
務
執
行
役
員　

研
究
開

発
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部

長　

大
西
佐
知
子
様
、
東

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

代
表
取
締
役
副
社
長 

副

社
長
執
行
役
員　

星
野

理
彰
様
に
よ
る
基
調
講
演

を
は
じ
め
数
々
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
技
術
交
流
サ

ロ
ン
な
ど
興
味
深
い
企
画

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
、
関
連

団
体
、
企
業
の
皆
様
が
情

報
交
換
、
技
術
交
流
を
深

め
、
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
な
る
こ
と
を
祈
念

し
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
来

場
お
よ
び
当
協
会
展
示

コ
ー
ナ
へ
の
お
立
ち
寄
り

を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

及
び
、
協
会
会
員
会
社
相

互
の
信
頼
関
係
を
醸
成
す

る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、

情
報
通
信
の
飛
躍
的
な
発

展
に
多
少
な
り
と
も
寄
与

で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

Ｉ
」
の
急
速
な
拡
大
に
注

目
が
集
ま
り
、
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
で
も
「
生
成
Ａ

Ｉ
の
影
響
力
に
十
分
に
配

意
し
て
い
く
こ
と
」
な

ど
の
提
言
が
な
さ
れ
、
総

務
省
で
も
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

フ
ラ
基
盤
整
備
等
に
加
え

て
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
を
取
り
組
み
の
中
心
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通 信 電 線 線 材 協 会

電気通信の発展を通じ、公共の福祉の増進、
通信電線線材工業の健全な発達を目指します

会 長 伊藤 雅彦
専務理事 下村 知叙

〒101-0032 東京都千代田区岩本町3-11-15 アーバンネット岩本町ビル5階
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インフラの“今”を支え
そして“明日”に向かう

地域社会に発展する人と企業～ 高齢化社会を向かえ、地域のコミュニティーが必要になって来ます。
ここに御賛同の企業の方々はこれから到来する高齢化社会に貢献しようと、
集まった企業と人々です。（掲載順不同）

地元の発展を願います！

有限会社友夢牧場
代表取締役　植田　昌仁

北海道上川郡新得町字上佐幌基線１０８番地４
０１５６－６９－６００６

地域を応援します！
佐藤　和夫

地域を応援します！
K・H

地域を応援します！
S・K

地域を応援します！
M・T

地域を応援します！
中根　敏子

地域を応援します！
田中　康孝

地元の発展を願います！
地域密着のガソリンスタンド

株式会社千葉愍治商店
代表取締役　千葉　香一

宮城県大崎市古川駅東１－５－５
０２２９－２２－０１４４

地元の発展を願います！

メディカルソフト株式会社
サービス付き高齢者向け住宅　リリーフホーム石島
代表取締役社長　大野　翔士
栃木県真岡市石島７６０－１
０２８５－７３－１６０１

地元の発展を願います！
一般土木建築業　プラント設計　施工

株式会社　ユニー
代表取締役　小山　城幸

宮城県栗原市若柳上畑岡一舟戸４１－４
０２２８－３３－２２１１

地元の発展を願います！
電気工事一式

株式会社舘山電機商会
代表取締役　古谷　高志

地元の発展を願います！

浄土宗　芦別寺
北海道芦別市本町３８

０１２４－２２－３０６４

地元の発展を願います！
食用肉生産　観光

株式会社佐藤観光牧場
代表取締役　高橋　勉

地元の発展を願います！
造園業全般

株式会社棚橋造園土木
代表取締役　桑田　宗一

地元の発展を願います！
管工事　土木工事

有限会社　旭栄工業
代表取締役　工藤　哲也

北海道函館市旭岡町１９－７
０１３８－５０－２７６６

地元の発展を願います！
電気工事　設計施工　エアコン工事

武田電気
代表　武田　将人
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展
示
の
み
ど
こ
ろ

ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所

情
報
通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会

通
信
電
線
線
材
協
会

つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４

Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
示
で
は
、
初

日
午
前
10
時
20
分
よ
り
Ｎ

Ｔ
Ｔ
常
務
執
行
役
員
の
大

西
に
よ
る
『
人
と
地
球
に

や
さ
し
い
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
実
現
す
る
“
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ―

ｂ

ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
”』
と
題
し
た

基
調
講
演
１
、
続
い
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
星
野
副
社

長
に
よ
る
『「
こ
れ
か
ら

の
つ
な
ぐ
」
を
創
る
』
と

題
し
た
基
調
講
演
２
を
予

定
。
筑
波
研
究
開
発
セ
ン

タ
Ｅ―

３
会
場
で
は
初
日

午
後
２
時
よ
り
技
術
交
流

サ
ロ
ン
１
と
し
て
『
ア
ク

セ
ス
分
野
に
お
け
る
生
成

Ａ
Ｉ
活
用
の
取
り
組
み
』

の
テ
ー
マ
で
、共
催
団
体
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
三
位
一

体
の
取
り
組
み
と
し
て
各

社
の
事
例
を
紹
介
し
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。 

ま
た
同
会
場
に
お
い
て

午
後
３
時
30
分
よ
り
、
当

研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
『
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
時
代
の
ア
ク
セ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す

る
研
究
開
発
の
取
り
組

み
』
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
１
の
講
演
を
行

う
。 二

日
目
午
前 

10
時
30

分
よ
り
筑
波
研
究
開
発
セ

ン
タ
Ｅ―

３
会
場
に
お
い

て
当
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
よ
る

『
豊
か
な
社
会
生
活
の
実

現
を
支
え
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス

技
術
』
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ 

ョ
ッ
プ
２
、
11
時
10

分
か
ら
は
当
研
究
所
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

よ
る
『
次
世
代
光
フ
ァ
イ

バ
設
備
技
術
の
研
究
開
発

の
取
り
組
み
』
と
題
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３
、
13

時
00
分
か
ら
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア

ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
の
小
松

部
長
に
よ
る
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア

ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

挑
戦
』
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
４
の
講
演
を
行

う
。ま

た
同
会
場
に
お
い
て

午
後
２
時
よ
り
技
術
交
流

サ
ロ
ン
２
と
し
て
『
持
続

可
能
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

へ
の
挑
戦
』
の
テ
ー
マ

で
、
初
日
に
引
き
続
き
各

社
の
事
例
を
紹
介
し
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。
基
調
講
演
、
技

術
交
流
サ
ロ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
を
行
う
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
示
で
は
初
日

午
前
10
時
よ
り
二
日
目
午

後
３
時
30
分
ま
で
、
筑
波

研
究
開
発
セ
ン
タ
に
お
い

て
「
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
・
多
様
化
を
支
え
る
技

術
」、「
運
用
を
抜
本
的
に

ス
マ
ー
ト
化
す
る
技
術
」、

「
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開

拓
す
る
技
術
」に
つ
い
て
、

テ
ー
マ
名
に
沿
っ
た
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
研
究
開
発

成
果
を
紹
介
す
る
。 

【
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・

多
様
化
を
支
え
る
技
術
】

（
Ｒ―

１
会
場
） 

こ
こ
で
は
、
高
速
大
容

量
化
・
低
遅
延
化
・
カ
バ

レ
ッ
ジ
の
拡
大
を
実
現
す

主
な
展
示
項
目
と
し
て

は
、 

―

「
到
来
、
光
の
オ
ン

サ
イ
ト
業
務
の
リ
モ
ー
ト

化
」 無

派
遣
で
心
線
切
替
可

能
な
遠
隔
光
路
切
替
ノ
ー

ド 

を
は
じ
め
、
大
規
模

故
障
時
の
故
障
個
所
推

定
・
影
響
把
握
技
術
（
Ｋ

ｏ
ｎ
ａ
ｎ
／
Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｍ
）

や
ユ
ー
ザ
要
望
を
か
な
え

る
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提

供
す
る
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
抽

出
技
術
、
画
像
認
識
を
用

い
た
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
点

検
技
術
、
埋
設
管
路
の
高

精
度
位
置
計
測
技
術
な
ど

る
技
術
、
お
よ
び
ユ
ー
ザ

や
サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
に
合

わ
せ
る
・
多
様
な
デ
バ
イ

ス
を
収
容
す
る
技
術
を
紹

介
す
る
。 

主
な
展
示
は
超
大
容
量

伝
送
を
実
現
す
る
マ
ル
チ

コ
ア
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
技
術
や
光
フ
ァ
イ
バ
を

切
ら
な
い
光
分
岐
技
術
、

電
柱
や
管
路
に
依
存
し
な

い
簡
易
布
設
光
フ
ァ
イ
バ

ケ
ー
ブ
ル
技
術
、
産
業
用

Ｎ
Ｗ
機
能
の
ソ
フ
ト
化
技

術
、
超
低
遅
延
の
映
像
分

割
表
示
処
理
技
術
、
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
レ
ッ
ジ

拡
張
を
実
現
す
る
衛
星
通

信
技
術
、
高
周
波
数
帯
分

散
ア
ン
テ
ナ
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
干
渉
低
減
技
術 

、

ア
ナ
ロ
グ
Ｒ
ｏ
Ｆ
を
用
い

た
上
り
通
信
の
信
号
品
質

向
上
技
術
、
マ
ル
チ
無
線

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
御
技

術 

Ｃ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
な
ど

を
展
示
す
る
。

【
運
用
を
抜
本
的
に
ス

マ
ー
ト
化
す
る
技
術
】（
Ｒ

―

１
、
Ｒ―

３
会
場
） 

 

こ
こ
で
は
、
設
備
や

運
用
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
作
業
自
動
化
に
よ
っ

て
究
極
な
ス
マ
ー
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ス
マ
ー

ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ス

マ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
す
る
技
術
を
ご
紹

介
す
る
。 

を
披
露
す
る
。

【
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を

開
拓
す
る
技
術
】（
Ｒ―

1
会
場
） 

こ
こ
で
は
、
運
用
ノ
ウ

ハ
ウ
、
通
信
設
備
、
通
信

技
術
の
各
ア
セ
ッ
ト
を
活

用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

領
域
開
拓
に
向
け
た
技
術

情
報
通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
協
会
は
、
品
質
の

向
上
や
効
率
化
お
よ
び
大

規
模
災
害
時
の
迅
速
な
設

備
復
旧
、
安
心
・
安
全
・

信
頼
さ
れ
る
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
設
備
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。通

信
電
線
線
材
協
会
は

協
会
会
員
の
研
究
開
発
成

果
の
披
露
と
と
も
に
、
会

員
の
持
て
る
経
験
・
技
術

を
結
集
し
、
多
様
な
現
場

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
全
・

効
率
的
な
保
守
・
施
工
・

運
用
を
支
え
、
さ
ら
に
環

境
に
も
配
意
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
製
品
・
ア
イ
デ
ア
を

“
見
て
・
触
っ
て
体
験
し

な
が
ら
”
理
解
で
き
る
よ

う
工
夫
を
凝
ら
し
て
展
示

す
る
。

出
展
企
業
は
ア
イ
チ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
浅

羽
製
作
所
、
イ
ワ
ブ
チ
、

Ｓ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
、
岡
野
電
線
、

Ｏ
Ｃ
Ｃ
、
カ
ン
ド
ー
、
コ

ム
ス
コ
ー
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
、

ジ
ャ
パ
ン
リ
ー
コ
ム
、
正

電
成
和
、
ス
ズ
キ
技
研
、

住
電
オ
プ
コ
ム
、
住
友
電

気
工
業
、
住
友
電
工
オ
プ

テ
ィ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
大

東
電
材
、
大
日
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
、
タ
ダ
ノ
、

昨
年
の
模
様

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
Ａ
Ｓ
研
）
で
は
、「
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
・
多
様
化
を
支
え
る
技
術
」「
運
用
を
抜
本
的
に
ス
マ
ー
ト
化
す
る

技
術
」「
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓
す
る
技
術
」
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
名
に
沿
っ

た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
研
究
開
発
成
果
を
公
表
す
る
。
出
展
社
と
来
場
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
す
る
た
め
来
場
者
の
興
味
に
合
わ
せ
た
展
示
を

会
場
マ
ッ
プ
に
表
示
し
、
お
す
す
め
展
示
を
レ
コ
メ
ン
ド
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

未来はいつも、
誰かの想いからはじまる。

世界に、未来への確信を届けたい。
社会課題を解決する「Fujitsu Uvance」から。

Fujitsu Uvanceの取り組みについてはコチラ

いま、富士通は、新しい挑戦をはじめています。
「Fujitsu Uvance（ユーバンス）」、その名には、あらゆる (Universal)ものを
サステナブルな方向に前進 (Advance)させる決意を込めています。
蓄積してきたノウハウ、革新的なテクノロジー、そして、
さまざまな分野のパートナーと手を取りあい複雑化する社会課題を解決していく。
それが、Fujitsu Uvanceの挑戦です。
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全
国
通
信
用
機
器
材
工
業
協
同
組
合

を
紹
介
す
る
。 

主
な
展
示
項
目
と
し
て

は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
被
災

予
測
技
術
、
Ｄ
Ｘ
に
お
け

る
人
の
判
断
や
気
づ
き
を

支
援
す
る
業
務
デ
ザ
イ
ン

技
術
、
光
フ
ァ
イ
バ
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
豪
雪
地

域
の
除
雪
判
断
支
援
）、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
微

弱
無
線
送
受
信
技
術
な
ど

を
出
展
す
る
。 

【
モ
デ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
】 

 

Ｒ―

４
会
場
で
は
、

ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
の
全
体
像
を
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ビ
ル
内
か
ら
ユ
ー
ザ
宅

ま
で
の
実
設
備
を
用
い
た

モ
デ
ル
で
わ
か
り
や
す
く

紹
介
。
ま
た
別
会
場
（
Ｒ

―

３
会
場
）に
お
い
て「
通

信
基
盤
設
備
実
物
大
モ
デ

ル
展
示
」
を
実
施
す
る
。 

【
展
示
レ
コ
メ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
】 

出
展
社
と
来
場
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

性
化
す
る
た
め
、
来
場
者

の
興
味
に
合
わ
せ
た
展
示

を
会
場
マ
ッ
プ
に
表
示

し
、
お
す
す
め
展
示
を
レ

コ
メ
ン
ド
す
る
。

当
日
は
Ｒ―

２
、
Ｒ―

３
会
場
に
設
置
し
た
端
末

を
利
用
し
て
ご
自
身
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
お
す

す
め
展
示
を
閲
覧
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

通
信
興
業
、
東
神
電
気
、

ト
ー
ツ
ー
創
研
、
西
日
本

電
線
、
日
本
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
、
日
本
地
工
、
日

本
通
信
電
材
、フ
ジ
ク
ラ
、

フ
ジ
ク
ラ
・
ダ
イ
ヤ
ケ
ー

ブ
ル
、
古
河
電
気
工
業
。

全
国
通
信
用
機
器
材
工

業
協
同
組
合
は
、
施
工
性

の
向
上
や
安
全
に
関
す
る

取
り
組
み
、
車
載
品
の
管

理
な
ど
を
紹
介
す
る
。 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社

か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
世

界
中
の
す
べ
て
の
人
々
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
「
ス

マ
ー
ト
な
社
会
＝
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
実

現
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

ま
た
、
展
示
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
Ｒ―

３
会
場
、

Ｅ―

１
、２
、３
、４
会
場

に
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
種
々

の
課
題
や
解
決
策
を
共
有

で
き
る
場
を
提
供
す
る
。 
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現
場
で
役
立
つ
ツ
ー
ル
を
現
場
フ
ァ
ー

ス
ト
で
幅
広
く
展
示

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
を
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
補
修
技
術「
リ
ハ
ビ
リ
工
法
」を
出
展

展
示
す
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
凍
結
防
止
剤
や
海
水

由
来
の
塩
化
物
イ
オ
ン
に

よ
る
鉄
筋
腐
食
（
塩
害
）、

ソ
ル
コ
ム

Ｎ
Ｄ
Ｓ

3584第 号

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
が

侵
入
し
ｐ
Ｈ
が
低
下
す

る
こ
と
に
よ
る
鉄
筋
腐
食

（
中
性
化
）、
反
応
性
骨
材

を
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
生
成
さ
れ
た
ア
ル
カ

リ
シ
リ
カ
ゲ
ル
と
水
が
反

応
し
て
起
こ
る
膨
張
（
ア

ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
）
な

ど
に
よ
り
劣
化
す
る
。

リ
ハ
ビ
リ
工
法
は
、
亜

硝
酸
イ
オ
ン
の
不
動
態
被

膜
再
生
に
よ
る
鉄
筋
腐
食

Ｎ
Ｄ
Ｓ
ブ
ー
ス
で
は
、

工
事
車
両
の
各
種
詳
細
情

報
を
一
元
管
理
で
き
る
車

両
管
理
ア
プ
リ
を
は
じ

め
、
バ
ケ
ッ
ト
車
か
ら
屋

根
上
へ
安
全
に
乗
り
移
り

が
可
能
な
「
バ
ケ
ッ
ト
昇

降
具
」、
引
上
管
を
確
実

ＴＴＫ

手
摺
り
と
一
体
化
さ
せ
た
ア
ン
テ
ナ
一

体
型
無
線
機
の
設
置
金
物
な
ど
を
展
示

四
国
通
建

四
国
通
建
は
、
橋
梁
添

架
管
路
の
簡
易
な
防
錆
工

法
と
手
摺
り
と
一
体
化
さ

せ
た
ア
ン
テ
ナ
一
体
型
無

線
機
の
設
置
金
物
の
２
点

を
展
示
す
る
。

Ｗ
Ｉ―

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｙ
工
法

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究

所
で
開
発
さ
れ
た
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｙ
工
法
を
、
現
場
で
簡
易

に
施
工
で
き
る
よ
う
に
改

抑
制
効
果
と
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
の
ア
ル
カ
リ
シ
リ

カ
ゲ
ル
の
非
膨
張
化
に
よ

る
ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応

抑
制
効
果
を
併
せ
持
つ

『
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
』
を

使
用
し
た
工
法
だ
。
リ
ハ

ビ
リ
工
法
を
適
用
す
る
こ

Ｔ
Ｔ
Ｋ
は
電
子
日
報
シ

ス
テ
ム
「
ス
マ
れ
ぽ
」
を

に
突
き
出
し
固
定
で
き
る

金
物
、
継
柱
フ
ラ
ン
ジ
部

へ
ガ
ス
ダ
ム
が
干
渉
し
て

も
固
定
可
能
な
金
物
、
マ

ン
ホ
ー
ル
作
業
の
サ
ポ
ー

ト
ツ
ー
ル
ほ
か
、
ア
ク
セ

ス
・
ユ
ー
ザ
・
基
盤
工
事

の
建
設
か
ら
保
守
に
至

る
ま
で
、
現
場
で
役
立
つ

ツ
ー
ル
を
現
場
フ
ァ
ー
ス

ト
で
幅
広
く
展
示
す
る
。

「
車
両
管
理
ア
プ
リ　

し
ゃ
ぷ
り
」
を
紹
介
。
工

事
車
両
の
各
種
詳
細
情
報

や
車
検
・
保
険
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
、
更
改
計
画
を
一
元
管

理
で
き
る
車
両
管
理
ア
プ

リ
だ
。

支
店
単
位
で
の
フ
ィ
ル

タ
検
索
や
フ
リ
ー
ワ
ー
ド

検
索
が
可
能
な
検
索
機
能

に
加
え
、
使
用
者
・
保
険

期
間
・
点
検
情
報
等
の
詳

細
情
報
も
手
軽
に
登
録
可

能
。
条
件
に
応
じ
て
ア

ラ
ー
ト
設
定
が
可
能
で
あ

り
、
更
改
情
報
を
条
件
に

設
定
す
る
こ
と
で
ア
ラ
ー

ト
に
よ
り
更
改
の
対
象
車

両
が
一
目
瞭
然
と
な
る
。

「
バ
ケ
ッ
ト
昇
降
具
」

も
展
示
す
る
。

屋
根
上
作
業
を
実
施
す

る
場
合
に
お
い
て
、
バ

ケ
ッ
ト
車
か
ら
屋
根
上
へ

安
全
に
乗
り
移
り
が
可
能

な
「
バ
ケ
ッ
ト
昇
降
具
」

の
開
発
お
よ
び
転
落
防
止

措
置
を
確
立
し
た
。

固
定
ネ
ジ
の
可
変
量
を

手
摺
り
が
な
く
パ
ラ

ペ
ッ
ト
も
低
い
屋
上
で

は
、
ド
コ
モ
の
安
全
ル
ー

ル
に
よ
り
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
（
２
ｍ
）
の
設
置
条
件

リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
が
融
合
し
た

ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
を
支
え
る

富
士
通
は
、
リ
ア
ル
と

デ
ジ
タ
ル
が
融
合
し
た

ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ワ
ー
ル

ド
を
支
え
る
た
め
に
不
可

欠
な
、
ト
ラ
ス
テ
ッ
ド
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に

貢
献
す
る
最
先
端
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を

紹
介
す
る
。

例
え
ば
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
の
問
題
を
光
信
号
レ

ベ
ル
で
認
知
し
、
迅
速
に

対
策
す
る
た
め
に 

“
Ｐ

ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
Ｔ
ｏ

ｍ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
技

術
”
を
紹
介
す
る
。
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
Ｔ
ｏ
ｍ

ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
技
術
に

よ
っ
て
物
理
レ
イ
ヤ
の
監

視
高
度
化
が
実
現
す
る
。

ま
た
、
オ
ー
ル
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｎ
）
を

実
現
す
る
リ
モ
ー
ト
ト
ラ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｎ

に
お
い
て
の
効
率
的
な
収

容
・
運
用
を
実
現
す
る
既

エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ
の

最
大
の
存
在
基
盤
は
、
技

術
力
。
時
代
が
変
わ
っ
て

も
、
つ
ね
に
よ
り
優
れ
た

「
Ｋ
Ｓ
ラ
イ
ニ
ン
グ
Ｎ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
」に

よ
る
重
防
食
工
法
の
考
案

技
術
、
一
歩
進
ん
だ
技
術

を
追
い
求
め
、
そ
れ
を
自

分
た
ち
の
も
の
に
し
て
い

く
企
業
集
団
を
め
ざ
し
て

い
る
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
電

気
通
信
技
術
標
準
実
施
方

エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ

法
で
認
め
ら
れ
た
「
Ｋ
Ｓ

ラ
イ
ニ
ン
グ
Ｎ
Ｋ
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
る
重
防
食
工
法

の
提
案
ほ
か
、
Ｖ
Ｅ
提
案

採
用
品
お
よ
び
現
在
提
案

中
の
現
場
で
役
立
つ
提
案

品
21
点
を
紹
介
す
る
。

例
え
ば
「
Ｋ
Ｓ
ラ
イ
ニ

ン
グ
Ｎ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
」（
以

下
、
本
工
法
）
は
主
に
硫

化
水
素
に
よ
る
劣
化
が
著

日
本
コ
ム
シ
ス
は
技
術

者
の
安
全
な
昇
降
を
支
援

す
る
「
の
ぼ
る
さ
ん
」
を

製
作
し
た
。

２
０
２
３
年
10
月
の
労

働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部

改
正
を
受
け
、
最
大
積
載

量
2
ト
ン
以
上
5
ト
ン
未

満
の
貨
物
自
動
車
で
荷
役

作
業
を
行
う
際
の
昇
降
設

備
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

た
が
、
こ
の
規
制
に
対
応

し
た
も
の
だ
。

「
の
ぼ
る
さ
ん
」
は
、

ト
ラ
ッ
ク
の
ア
オ
リ
が
立

富
士
通

し
い
環
境
で
使
用
す
る
塗

料
型
の
防
食
技
術
を
Ｎ
Ｔ

Ｔ
橋
梁
添
架
設
備
の
防
食

に
活
用
し
、
従
来
の
標
準

工
法
で
あ
る
テ
ー
プ
巻

き
付
け
工
法
と
同
等
の
品

質
・
耐
久
性
の
確
保
を
可

能
と
し
た
工
法
で
あ
る
。

塗
料
型
の
防
食
工
法
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
狭
隘
部

や
複
雑
な
形
状
の
部
材
も

て
ら
れ
た
状
態
で
も
倒

さ
れ
た
状
態
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お

り
、
ス
テ
ッ
プ
の
高
さ
を

調
節
す
る
こ
と
で
、
技
術

者
の
昇
降
を
容
易
に
す

る
。
設
置
に
特
別
な
作
業

は
不
要
で
、
ア
オ
リ
に
掛

け
る
だ
け
で
簡
単
に
取
り

存
の
１
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
装

置
を
組
み
合
わ
せ
た
遠
隔

監
視
制
御
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
紹
介
す
る
。

そ
の
ほ
か
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｔ

ｓ
ｕ 

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ｏ
ｒ
ａ
に

よ
る
運
用
管
理
お
よ
び
ア

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
大
規
模
な

統
合
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン

ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン 

グ

ル
ー
プ
で
は
、「
技
術
と

挑
戦
で
『
ワ
ク
ワ
ク
す
る

み
ら
い
』
を
共
創
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
開
発
Ｖ

Ｅ
」「
Ｄ
Ｘ
＆
新
規
ビ
ジ

施
工
効
率
向
上
の
取
組
み

と
し
て
、「
細
径
ド
ロ
ッ

プ
ケ
ー
ブ
ル
切
裂
き
冶

具
」、「
光
ケ
ー
ブ
ル
切
裂

き
紐
引
き
切
り
工
具
（
フ

ラ
ッ
ト
ペ
ン
チ
）」、「
埋

設
ケ
ー
ブ
ル
位
置
測
定
器

の
改
良
」、
今
後
の
地
下

メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
撤
去
需

要
を
見
据
え
て
作
製
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
可
搬
型

ケ
ー
ブ
ル
撤
去
自
動
切
断

機（
シ
ン
・
か
っ
ち
ゃ
ん
）」

（
屋
外
展
示
）、
施
工
方

法
見
直
し
に
よ
る
設
備
品

質
向
上
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
接
続
端
子
函
ロ
ッ

ド
の
施
工
方
法
改
善
（
電

磁
誘
導
区
間
）」、「
自
己

支
持
型
ケ
ー
ブ
ル
区
間
に

お
け
る
ス
ト
ラ
ン
ド
ア
ー

ス
固
定
方
法
の
改
善
」、

「
引
留
箇
所
に
お
け
る
電

力
線
と
引
込
線
の
離
隔
確

保
の
工
法
」、「
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
用
土
砂
飛
散
防
止

シ
ー
ト
の
開
発
」
な
ど
を

展
示
す
る
。

「
Ｄ
Ｘ
＆
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
」
展
示
は
、
将
来
を
見

据
え
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
と
し
て
福
島

県
南
相
馬
市
で
の
燃
料
電

池
構
築
と
運
営
事
業
実

証
、
大
阪
府
で
の
水
素
小

分
け
実
証
事
業
な
ど
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
と

将
来
に
向
け
た
構
想
「
ミ

ラ
イ
ト
・
ワ
ン
の
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
紹
介
」、

国
際
航
業
の
コ
ア
技
術
と

な
る
空
間
情
報
技
術
を
用

い
た
、
土
木
・
建
築
分
野

に
お
け
る
業
務
の
効
率

化
、
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
空
間

情
報
の
デ
ー
タ
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
な
ど
「
３
Ｄ
空
間
情

報
技
術
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
示

す
る
。

「
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」

展
示
は
、
２
０
２
２
年
12

月
よ
り
国
土
交
通
省
に
よ

り
制
度
化
さ
れ
た
国
家
ラ

イ
セ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
紹

介
お
よ
び
ド
ロ
ー
ン
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
を
体
験
で
き

る
「
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

「
国
家
資
格
コ
ー
ス
」」、

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
社
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
が
さ
れ
た

国
産
小
型
空
撮
ド
ロ
ー
ン

「
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
蒼
天
）」

や
ソ
ニ
ー
が
開
発
し
た
多

彩
な
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

フ
ル
サ

イ
ズ
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
α

が
積
載
可
能
な
世
界
最
小

ク
ラ
ス
の
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｐ
ｅ

ｒ
ｋ
」、
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
機
能
を
活
用
し
自
律
さ

せ
た
棒
の
先
端
に
カ
メ
ラ

を
装
着
し
高
所
の
撮
影
を

可
能
と
し
た
「
た
お
れ
ん

棒
」（
屋
外
展
示
）
な
ど

の
展
示
を
行
う
。

ネ
ス
」「
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
」
と
い
う
３
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
、
合
計
16
の
製

品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

展
示
を
行
う
。

「
開
発
Ｖ
Ｅ
」
展
示
は
、

「
技
術
と
挑
戦
で『
ワ
ク
ワ
ク
す
る
み
ら

い
』を
共
創
す
る
」を
テ
ー
マ
に
展
示
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革
新
を
も
た
ら
す
融
着
接
続
機
技
術
、最
新

の
融
着
機
／
光
フ
ァ
イ
バ
カ
ッ
タ
を
出
展

古
河
電
工
は
最
新
の
研

究
開
発
の
成
果
を
多
く
盛

り
込
ん
だ
融
着
機
を
軸
に

出
展
す
る
。

最
新
モ
デ
ル
で
あ
る
小

型
多
心
光
フ
ァ
イ
バ
融
着

接
続
機
Ｓ
０
０
１
Ｍ
４

は
、
単
心
か
ら
４
心
テ
ー

プ
心
線
ま
で
対
応
し
て
お

り
、主
要
顧
客
よ
り
小
型
・

軽
量
化
、
工
数
、
操
作
性

の
面
で
好
評
を
頂
い
て
い

る
。
同
融
着
機
は
同
社
従

来
品
に
比
べ
２
割
以
上
の

軽
量
化
、
約
１
・
２
倍
の

高
速
動
作
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
次
世
代
の
空
間

分
割
多
重
通
信（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）

技
術
の
候
補
と
な
る
マ
ル

チ
コ
ア
フ
ァ
イ
バ
（
Ｍ
Ｃ

Ｆ
）
用
の
融
着
接
続
機
Ｓ

１
８
５
Ｐ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
も
参

考
出
展
す
る
。

従
来
型
と
同
様
、
光

フ
ァ
イ
バ
側
面
方
向
か
ら

の
観
察
方
式
に
よ
る
自
動

調
心
・
自
動
融
着
が
可
能

で
あ
り
、
小
型
・
軽
量
で
、

現
行
の
施
工
作
業
と
も
親

和
性
が
高
い
。
融
着
接
続

時
間
も
90
秒
と
大
幅
に
短

縮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
机
上
で
も
片

手
で
も
操
作
し
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
設
計
の
新
型

光
フ
ァ
イ
バ
カ
ッ
タ
Ｓ

古
河
電
工

３
２
７
Ａ
を
展
示
す
る
。

26
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
長

寿
命
切
断
刃
に
よ
り
、

６
万
５
０
０
０
心
の
切
断

を
実
現
し
、
工
具
な
し
で

刃
位
置
の
更
新
・
利
用
者

自
身
で
の
刃
の
交
換
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
従
来

機
と
比
較
し
て
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
に
優
れ
て
い
る
。

「車両管理アプリ　しゃぷり」の画面

が
あ
る
。
し
か
し
、
新
た

な
構
造
と
し
て
、
ア
ン
テ

ナ
一
体
型
無
線
機
の
設
置

金
物
に
手
摺
り
も
一
体
化

さ
せ
た
こ
と
で
、
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
が
不
要
と
な
っ

た
。
設
置
可
能
な
場
所
の

増
加
・
電
波
品
質
向
上
・

施
工
簡
略
化
等
の
改
善
が

図
れ
た
。
ま
た
、
作
業
面

で
も
保
守
者
の
心
理
的
不

安
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

ケ
レ
ン
が
出
来
な
い
箇
所

で
も
適
用
可
能
で
あ
る
。

５
Ｇ
「
ア
ン
テ
ナ
一
体

型
」
設
置
金
物
の
改
良
版

も
展
示
す
る
。

と
に
よ
り
、
再
劣
化
を
抑

制
し
、
長
期
コ
ス
ト
の
削

減
を
実
現
。
ま
た
、
リ
ハ

ビ
リ
工
法
で
は
、
維
持
管

理
シ
ナ
リ
オ
を
考
慮
し
て

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
併
用
型

表
面
含
浸
工
法
、
断
面
修

復
工
法
、
ひ
び
割
れ
注
入

工
法
お
よ
び
亜
硝
酸
リ
チ

ウ
ム
内
部
圧
入
工
法
な
ど

各
種
工
法
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
中
で
も
、

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
内
部
圧

入
工
法
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
内
部
に
亜
硝
酸
リ
チ
ウ

ム
を
圧
入
す
る
こ
と
で
、

以
後
の
鉄
筋
腐
食
お
よ
び

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
劣

化
の
進
行
を
根
本
的
に
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ら
の
複
合
劣
化
対
策
と

し
て
も
効
果
的
で
あ
る
。

③
山
間
部
や
ビ
ル
内
な

ど
不
感
知
へ
の
対
応
強
化

リ
フ
ァ
イ
ン
に
よ
り
現

場
側
は
Ｋ
Ｙ
や
各
種
報
告

の
円
滑
化
、
デ
ス
ク
側
は

年
間
５
万
枚
の
紙
削
減
な

ど
、
新
た
な
効
果
の
創
出

を
目
指
す
。
更
に
、
Ａ
Ｉ

活
用
に
よ
る
写
真
の
自
動

ピ
ン
ボ
ケ
判
定
な
ど
に
も

取
り
組
む
。

Ｔ
Ｔ
Ｋ
は
ほ
か
に
も
、

現
場
作
業
の
安
全
性
、
施

工
性
の
向
上
を
目
指
し

た
ア
ク
セ
ス
系
Ｖ
Ｅ
提

案
と
し
て
「
電
柱
補
強
板

を
用
い
た
不
良
電
柱
の
撤

去
方
法
」、「
つ
り
線
点

検
用
カ
メ
ラ
の
傷
防
止
対

策
」
の
２
つ
、
ま
た
基
盤

系
Ｖ
Ｅ
提
案
と
し
て
「
簡

易
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

の
開
発
」、「
ら
く
ら
く

み
る
サ
ー
チ
ミ
ニ
で
の

ケ
ー
ブ
ル
確
認
機
の
仕
様

化
」、「
蓋
高
調
整
駒
ふ
た

ば
ち
ゃ
ん
」
の
３
つ
を
展

示
し
て
い
る
。

安
全
作
業
を
確
保
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、「
可
搬

型
接
地
電
極
（
か
っ
ぱ
ー

く
ん
®
）」、「
車
両
飛
び

込
ま
れ
警
告
シ
ス
テ
ム

「
ド
レ
ミ
®
」、
ド
コ
モ

「
ス
マ
れ
ぽ
」
の
概
要

ＤＸ推進による業務効率化を目的

とした電子日報システムなど紹介

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
事

の
様
子

展
示
す
る
。
こ
れ
は
「
工

程
」
と
「
写
真
」
を
報
告

可
能
な
社
内
用
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
で
あ
り
、
２
０
１
８

年
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ
ス

系
工
事
で
運
用
。
報
告
の

電
子
化
に
よ
っ
て
、
工
程

に
基
づ
き
写
真
の
撮
影
対

象
を
絞
り
込
む
機
能
を
実

装
す
る
な
ど
、
業
務
効

率
化
や
写
真
Ｎ
Ｇ
削
減
を

狙
っ
た
。
本
展
示
は
、
当

該
ア
プ
リ
を
最
新
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
へ
対
応
さ
せ
た
リ

フ
ァ
イ
ン
版
で
あ
り
、
大

き
く
分
け
て
3
つ
の
特
長

が
あ
る
。

①
作
業
指
示
書
や
サ
イ

ン
の
電
子
化
な
ど
、
ス
マ

ホ
で
可
能
な
業
務
範
囲
の

拡
大②

使
用
感
・
操
作
性
を

追
求
し
た
デ
ザ
イ
ン
刷
新

に
よ
る
、
撮
影
個
所
の
一

層
の
明
確
化
や
、
Ｋ
Ｙ
順

序
に
従
っ
た
画
面
構
成
の

実
装
な
ど
、
作
業
の
漏
れ

防
止
や
時
間
削
減
の
実
現

付
け
ら
れ
る
。
安
全
性
に

配
慮
し
、
滑
り
止
め
付
き

の
ス
テ
ッ
プ
、
ゴ
ム
付
き

フ
ッ
ク
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を

採
用
。さ
ら
に
、フ
ル
ハ
ー

ン
ス
ポ
ン
ダ
ソ
リ
ュ
ー

塗
布
の
み
で
防
食
が
完
結

す
る
た
め
、
テ
ー
プ
巻
き

付
け
工
法
で
必
要
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
材
な
ど
の
設
置

が
不
要
と
な
り
施
工
性
が

向
上
し
た
。
ま
た
、
防
食

工
事
に
伴
う
既
存
橋
梁
添

架
設
備
の
形
態
や
橋
梁
本

体
に
か
か
る
重
量
の
変
化

が
極
め
て
小
さ
い
た
め
、

施
工
に
伴
う
河
川
管
理

者
と
の
工
法
協
議
稼
働
も

削
減
可
能
と
な
る
。
本
工

法
を
用
い
る
こ
と
で
、
協

議
～
完
成
ま
で
の
全
体
工

期
が
短
縮
さ
れ
る
と
と
も

に
、
防
食
に
係
わ
る
施
工

コ
ス
ト
の
約
20
％
削
減
を

実
現
し
た
。施
工
性
向
上
、

経
済
性
、
協
議
稼
働
削
減

の
効
果
に
よ
り
２
０
２
２

年
度
に
は
３
橋
の
橋
梁
添

架
設
備
の
防
食
工
事
に
お

い
て
本
工
法
が
採
用
さ
れ

広
く
確
保
し
た
こ
と
で
、

多
く
の
バ
ケ
ッ
ト
種
別
に

取
り
付
け
可
能
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
状
況
を

想
定
し
、
バ
ケ
ッ
ト
内
外

兼
用
で
取
付
可
能
な
形
状

と
し
た
。

「バケット昇降具」の利用シーン

ド
ロ
ー
ン
Ａ
ｉ
ｒ
ｐ
ｅ
ｒ
ｋ
を
使
っ
た

防
災
演
習

ソ
ル
コ
ム
は
、
亜
硝
酸

リ
チ
ウ
ム
を
使
用
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
技

術
「
リ
ハ
ビ
リ
工
法
」
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
計
画
設

計
・
運
用
管
理
お
よ
び
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
監

視
に
よ
り
業
務
負
担
を
軽

減
、
作
業
効
率
を
向
上
で

き
る
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す

る
。Ａ

Ｉ
技
術
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
障
害
対
応
・
復

良
・
進
化
さ
せ
、
お
お
む

ね
40
年
の
長
期
防
錆
処
理

が
可
能
と
な
る
補
修
材
・

工
法
だ
。
繰
り
返
し
の
補

修
と
保
全
費
用
の
抑
制
が

可
能
と
な
り
、
橋
台
際
の

５Ｇ「アンテナ一体型」設
置金物を改良

案
件
と
し
て
、

ポ
ー
ル
の
自
在

な
位
置
に
取
付

け
可
能
な
「
ア

ン
テ
ナ
ポ
ー
ル

な
ど
に
後
付
け

可
能
な
足
場
金

物
（
ベ
ル
ブ

ロ
ッ
ク
取
付
に

も
対
応
）」、
治

具
作
成
に
よ
る

細
径
ド
ロ
ッ
プ
ケ
ー
ブ

ル
切
裂
き
冶
具

PRIMERGY CDI

のぼるさん

日
本
コ
ム
シ
ス

「
の
ぼ
る
さ
ん
」で
技
術
者
の
安
全

な
昇
降
を
支
援
し
安
全
性
を
向
上

旧
の
迅
速
化
・
効
率
化
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
Ａ

Ｉ
技
術
を
活
用
し
て
迅
速

か
つ
、
正
確
な
障
害
復
旧

を
実
現
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
用
管
理
・
支
援
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
す

る
。顧

客
の
ワ
ー
ク
ロ
ー
ド

に
合
わ
せ
て
、
必
要
な
時

に
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
自

由
に
配
備
し
た
り
、
必
要

が
な
く
な
っ
た
ら
解
放
し

た
り
す
る
こ
と
で
リ
ソ
ー

ス
の
使
用
率
を
最
大
化

し
、
効
率
的
な
運
用
を
可

能
と
し
た
シ
ス
テ
ム
「
Ｐ

Ｃ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ 
Ｐ
Ｒ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ 

Ｃ
Ｄ
Ｉ
」

も
紹
介
す
る
。

ネ
ス
や
腰
道
具
を
着
用
し

た
状
態
で
の
使
用
に
も
耐

え
ら
れ
る
よ
う
、
耐
荷
重

１
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

現
し
な
が
ら
も
重
量
は
約
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６
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
軽
量
化

を
追
求
し
た
。

「
の
ぼ
る
さ

ん
」
の
導
入
に

よ
り
、
作
業
現

場
で
の
安
全
性

が
一
層
向
上
す

る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

のぼるさんの設置状況（アオリを
立てたとき）

のぼるさんの設置状況（アオリを
倒したとき）

た
が
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
へ

の
Ｖ
Ｅ
提
案
に
お
い
て

「
採
用
Ａ
」
を
獲
得
し
た

こ
と
に
よ
り
、
２
０
２
３

年
度
に
は
前
年
度
の
６
倍

を
超
え
る
20
橋
ま
で
採
用

が
拡
大
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
３

月
に
改
訂
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

様
の
電
気
通
信
技
術
標
準

実
施
方
法
に
本
工
法
が
反

映
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
社

グ
ル
ー
プ
以
外
の
通
信
建

設
会
社
各
社
の
認
知
度
向

上
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
２
０
２
４
年
度
の
計

画
段
階
で
全
国
30
橋
の
工

事
に
採
用
さ
れ
て
い
る
本

工
法
の
さ
ら
な
る
拡
大
に

向
け
、
各
社
か
ら
発
注
者

へ
の
新
規
工
法
提
案
お
よ

び
工
法
変
更
提
案
の
支
援

な
ど
を
推
進
す
る
。

展
示
の
み
ど
こ
ろ

つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
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